
総　評
　高２アドバンスト英語では，リスニング，語句整序，
和文英訳，長文読解，自由英作文といった多様な出題に
より，受験者の総合的な英語力を測ることを目的として
いる。今回の結果を見て，自分の得意な分野と苦手な分
野を把握し，的を絞った学習計画を立てられるようにし
たい。
　また，総得点だけでなく，大問ごとの出来や，誤答の
内容も把握してほしい。特に自由英作文や和文英訳，長
文問題中の記述形式の問題などは，一朝一夕に得意にな
る分野ではないが，大学入試に向けて実力をつけなけれ
ばならない部分である。模範解答と解説をよく読み，自
分の答案に足りなかった部分や工夫できる点を見つけ
るようにしよう。

問題別講評・採点基準
1　リスニング

リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メモを
取りながら音声を聞くようにしよう。
問題Ａ
（３）正答の選択肢c内のdevelopmental problemsがそ
のままの表現で放送されていたためか，比較的よくでき
ていた。反対に，正答の選択肢が放送内容を別の表現で
言い換えている場合に，正答率が下がる傾向にあるよう
だ。単語だけで判断せず，内容を理解した上で判断しよ
う。
問題Ｂ
（６）どちらの空所も放送された語で埋めることがで
きるため，空所補充型の要約問題として難易度は高くな
いのだが，白答が目立った。今回のように，意見交換を
する対話文の聞き取りでは，双方で意見が一致している
ポイントはどこか，また意見が分かれているポイントは
どこか，それぞれ整理しながら聞くようにしよう。ま
た，前後のつながりから見て不適切な品詞を書く誤答も
散見された。空所を含む文の構造をきちんと確認し，文
法的に適切な品詞で解答することを心がけよう。

2　語句整序・和文英訳
問題Ａ　語句整序
　英文中の整序問題で，日本語も与えられていない。与
えられた語句から文を作り上げることができるかどう

かを見た。
（１）such を見ると反射的に such a ～の形で考えてし
まいがちだが，such を使う表現はいくつかある。なじみ
のある表現から発想するのはよいが，すべての選択肢を
並べたところで，文法的に成立しているか，また前後と
つなげて読んで意味が通じるかをきちんと確認しよう。
（２）文頭に the disappointment を置いた誤答が多く
見られた。カッコを含む文の後半で，the world 以下が
１つの節になっていることに注意しよう。また，カッコ
内の present の使い方に迷ったような解答も多く見られ
た。be present at ～（～に出席して）という形容詞とし
ての用法は和文英訳や自由英作文でも頻出なのでぜひ
覚えておきたい。
（３）空所末尾の no matter what …（たとえ何を…し
ようとも）の表現はできているが，冒頭の how come …

（どうして…するのか）ができていないものが多かっ
た。
（４）空所直前の should not に続けて should not have
to leftとした誤答が多く見られた。should not have done

（…しないほうがよかったのに（実際はした））は仮定
法との関連でも問われやすい表現なので，整理しておこ
う。
（５）it remains to be seen の形が何となくできている
のに，カッコのあとと文法的につながらない解答が散見
された。
問題Ｂ　和文英訳
　和文英訳は，訳しやすい日本語に直してから英訳する
こと，できるだけ基本語を用いて簡潔に表現することを
意識して取り組みたい。減点部分を必ず見直し，同じ間
違いを繰り返さないようにしよう。

ⓐ「言葉」が「『もうバイオリンは弾けないね』とい
う」と「不注意に思える」の２つの要素で説明されてい
るため，文構造に迷った解答が多く見られた。表し方は
何通りか考えられるが，模範解答や別解で文構造を確認
しておこう。最も気になったのは，「もう」を yet とする
誤訳。yet は「（すでに）もう；まだ」の意味なので，文
脈に合わない。問題文の「もう」は「もう今後は；もは
や」の意味なので，anymore が適切である。また，「～
のやる気に火をつける」は「～に…する意欲を起こさせ
る」と考えてmotivate ～ to doやencourage ～ to doを
使うと書きやすい。make ～ to do は「～に（無理矢理）
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…させる」の意味で，今回のように「意欲が起きた」と
いう状況の訳としては不適切である。
　ⓑ「逆境に打ち勝つ」で win を使った解答が多かった
が，win は win the game（試合に勝つ）のように，目的
語には‘試合・競技’または‘賞品’をとるため，ここ
では不適切。‘困難’などを目的語にとる動詞表現とし
ては overcome や get over，fight against などを用いる
とよい。

3　長文読解
　砂の需要の急増とそれによる影響について述べた英
文。身の周りにも普通に存在する「砂」を資源として意
識することは少ないので，意外な内容だと感じた人も多
かったのではないだろうか。英文全体として難しい表現
は少ないが，下線部で出題されているように意味を取り
づらい表現があるので，前後の文脈を考えながら読み進
める力が問われた。
（１）run out of ～（～が不足する）の表現を知らない
場合でも，第１段落第１文の「ほとんどどこにでも砂が
あるように見える」という内容と，下線部を含む文の文
頭の But，下線部以降の「砂は最も多く消費される資源
である」という内容から，ある程度推測することができ
るだろう。
（２）dという誤答が多かった。下線部のあとの説明に
too smooth and round to be used（使えないほど滑らか
で丸い）とあるので，砂漠の砂の問題点は量ではなく質
であるという点に注意しよう。

4　長文読解
　第３段落以降のキーワードである，altruism（利他主
義）という単語が難しく，読解に困難を覚えた人もいる
かもしれない。ダッシュのあとの説明や続く具体例か
ら，これがどのようなものか，なるべく早い段階でイ
メージできるとよかっただろう。
（１）短いが，文法的に重要な要素がたくさん詰まった
文。無生物主語の訳し方，wouldn’t が仮定法として使わ
れていること，simply が「単に」ではなく，「絶対に…

（ない）」という意味であること，などをしっかり復習し
ておこう。
（２）英文構造が複雑な文だった。解説を読んで，構造
をよく確認しておこう。答案では，when it comes to ～
をうまく訳せていないものが多く見られた。基本的な表
現なので，しっかり押さえておくこと。
（４）下線部の直前の In contrast と下線部の in this
way の読み取りがポイント。in contrast（対照的に）と
いう言葉が出てきたら，「何」と「何」が対照的な関係
にあるのか，問題になっていないときでも考える習慣を
つけたい。
（５）かなりの難問となったようだ。該当箇所が For

example で始まる次の段落であることに気づけた人が
そもそも少ない。（４）で取り上げた in contrast もだ
が，このような論理展開を示す語句に注目して読む訓練
を積むこと。該当箇所に含まれる vice versa （逆もまた
同じ）は難しい表現だったと思うが，これを機にしっか
り覚えてほしい。

5　自由英作文
　文法・語彙と内容・構成の２つの観点に分けて採点し
た。指定語数に対する不足・超過については，５点の減
点。ただし，指定語数の半分（35 語）未満のものについ
ては，文法・語彙点を与えていない。
○文法・語彙点� ……15 点

誤りの数に応じて，15 点を越えない範囲で減点してい
る。
○内容・構成点� ……15 点

内容に応じて，15 点（減点なし），10 点（－５点），５
点（－ 10 点），０点（－ 15 点）のいずれかの点数をつ
けている。以下のような答案は内容・構成点の減点対象
となる。
・賛成・反対の理由が説得力に欠けるもの
・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの
・同じ内容の繰り返しになっているもの

今回のテーマは，すべての高校で英語以外の言語を選
択できるようにすべき，という意見に対する賛否を問う
ものだった。予想に反し，圧倒的に「反対」の答案が多
く，「英語がまだ得意でない人が多い」「英語が一番役に
立つ」という理由が挙げられていた。「賛成」の答案で
は「日本に多くの外国人が住むようになっているが英語
が話せない人も多い」「海外で仕事をするのに中国語な
ど英語以外の言語も必要」といった理由がよく見られ
た。また，賛成している答案でも「しかし，英語も大
切だから他の授業を減らして２つの言語の授業が必要」
という意見もあった。このような答案は 70 ～ 80 語とい
う制限語数を生かし，反対意見も組み込み，うまくまと
めていると言える。意見を述べる英作文では，自分とは
異なる意見の人に対して説得するという視点を持って
取り組みたい。理由を述べる際には，具体例やエピソー
ドを挙げるなどして，読み手が納得できるような根拠を
示すように心がけよう。
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問題別講評・採点基準 

１ リスニング 

 リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メ

モを取りながら音声を聞くようにしよう。 

問題Ａ 

（１）誤答としてはbとdが多かったが，創立され

たのと校舎が建てられた時期がずれていることに注

意して聞き取りたい。（４）誤答では b が多い。メ

アリーは a play and a rock band と言っているが，

ケンジの最後の発言ではバンドの演奏が先にあるこ

とがわかる。複数箇所の情報を組み合わせて判断し

よう。 

問題Ｂ 

Part 1 （１）～（３）は比較的よくできている。

（４）質問文にはHow did Kenji feel …?とあるが，

模範解答のように miss を使って答えられた解答は

少数だった。また，when he came back to hot and 

humid Japan とあるので，読み上げ文でもこの表

現が使われた前後に注目したい。読み上げ文の最後

に「またカナダに行きたい」とあり，この部分を含

めた解答が散見されたが，ここでは質問文をふまえ

て，気候を中心に答えることに注意しよう。 

Part 2 スペルミスの減点は各－１点であるが，そ

の他の単語の抜けや単語の誤りは配点分の減点とし

た。（ア）では harderという比較級にできなかった

もの，harderに引かれて fromでなく thanと書い

てしまったものなどが見られた。（イ）では

backgroundsを2語に分けてしまったものが意外に

も多く見られた。また，前置詞 from は弱く発音さ

れることに注意しよう。苦し紛れにwhoとしている

答案もあった。ディクテーションでは一般的に a， 

of ，the のように弱く発音される単語を聞き逃さな

いことに加えて，自分の解答が文法や語彙の知識に

照らして誤りがないか確認することに注意したい。 

 

２ 語句整序・和文英訳 

問題Ａ 語句整序 

 英文中の整序問題で日本語も与えられていない。

前後の文脈に合わせて，与えられた語句から文を作

り上げることができるかどうかを見た。 

（１）（２）は比較的よくできている。（３）2 つの

動詞を逆にしたウ→オ→エ→カ→ア→イだと 

‘Marmalade’ means ‘marmelo’，which drives from

（quince in ～）となるが，これでは「『マーマレー

ド』というジャムそのものが『カリン』という果物

を意味する」ということになり，直前の文の「マー

マレードはカリンから作られたジャムを意味するも

のだった」と矛盾してしまう。（４）冠詞 the が付

くのは amateur marmalade makersではなく，「コ

ンテストの出場者」という意味で限定される

competitorsの方である。 

問題Ｂ 和文英訳  

「スマートフォンを利用した旅行」というテーマ

での出題。減点された部分を必ず見直し，同じ間違

いを繰り返さないようにしよう。 

ⓐ「どんな情報でも与えてくれるスマートフォン」

は，解説にあるように，制限用法の関係代名詞で書

くと，そうでないスマートフォンもあるような印象

を与えるので，コンマを打って非制限用法にするこ

とがポイント。「～にとって代わる」は replace ～

や take the place of ～を知らないと苦しい。また

take placeでは「物事が起きる」の意味の，別の熟

語になるので区別して覚えよう。「～の代わりに…が

情報を与えてくれる」と読み換えてもよい。 

ⓑ「できるだけ多くの～」では ‘as形容詞＋名詞 

as’ の語順の間違いが散見された。×visit many 

popular places  as many as possibleなどとしない

よう注意しよう。 

ⓒ「解答」のようにyou can enjoy ～ の形で表せ



ていた解答も少し見られたが，ほとんどが「旅の醍

醐味」を主語にして表していた。「事がうまく運ばな

い」は「計画したように物事を行えない」のように

読み換えたものの，英語として不自然な表現が目立

った。日本語の字面にとらわれず，訳しやすい日本

語に直してから英訳する姿勢を保ちつつ，基本語を

用いて簡潔に表現できるようにしたい。 

 

３ 自由英作文 

 文法・語彙点と内容・構成点の2つの観点に分け

て採点した。指定語数に対する不足・超過について

は，5点の減点。ただし，指定語数の下限の半分（25

語）未満のものについては，文法・語彙点を与えて

いない。 

○文法・語彙点           ……10点 

誤りの数に応じて，10 点，8 点，6 点，4 点，2

点，0点のいずれかの点数をつけている。 

○内容・構成点           ……10点 

内容に応じて，10点，7点，4点，0点のいずれ

かの点数をつけている。以下のような答案は内容・

構成点の減点対象となる。 

・賛成・反対の理由の説得力が欠けるもの 

・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの 

賛成意見としては「勉強時間の確保」「休息や自

由な時間に充てるべき」，反対意見としては「まとま

った練習時間の確保」といったように具体的に根拠

を示している答案が多かった。同じ内容を繰り返す

だけでは主張の説得性に欠けてしまうため，理由は

異なる観点から複数挙げると指定語数を満たすのに

書きやすかっただろう。 

 

４ 長文読解 

 ジョン・ロールズというアメリカの哲学者が書い

た書籍を中心に，経済学の初歩的な理論について解

説した文章。内容的にはやや抽象的な部分もあるが，

人間は現在の自分が置かれた状況をもとに物事を考

えがちである，というところは具体例を挙げて述べ

ているので，イメージをつかめたのではないか。 

（１）倒置構文になっているのでそれを生かして

「中心にあったのは…だった」のように訳したいが，

この倒置は，強調のためとも文のバランスを整える

ためのものとも考えられるので，通常の訳順にした

ものも許容した。state は前の部分から「状況」で

はなく「国家」と訳す。「発言；記述」という訳が見

られたが，この意味を表すのは statementである。 

（２）誤答ではdを選んだ答案が多かった。これは

一般的な考え方から選んだのかもしれないが，本文

の記述にはなく，ロールズの主張とも異なる。 

（５）誤答では b が目立つが，「必ず」などの断定

的な内容を含む選択肢は，本当にそう言えるのか注

意深く本文を確認するようにしよう。 

（６）d を挙げられた受験生は少なかった。誤答で

は cと fが目立つ。もっともらしい内容でも，本文

の論理展開との整合性を確かめることが大切。 

 

５ 長文読解 

 ペットとしての猫の魅力・特微について述べた文

章。全訳も参照しながら全体の内容を再確認してお

くとよい。 

（１）空所ⓓについて，yet は現在完了の否定文な

どで副詞として使われるのを目にすることが多いの

で，接続詞としての意味を推測しにくかったようだ。 

（２）as if …を「たとえ…としても」と訳したもの

など，この表現が仮定法だとつかめていなかった解

答が散見された。続くＳＶが省略されている点にも

注意したい。 

（３） whileを「…する間は」と訳した解答が多く，

it cannot possibly be sufficient 以下は it を to 以

下を受ける仮主語と捉えたものや， sufficientの訳

出が不十分な解答が見られた。 

（4）この段落の第 1 文をまとめに含めてもかまわ

ないが，その部分のみに終始したものは不可とした。 
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問題別講評・採点基準 

１ リスニング 

 リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メ

モを取りながら音声を聞くようにしよう。 

 問題Ａ 

（３）誤答としては a が多かったが，‘〜 is one 

thing ; … is another’（～と…は別ものである）と

いう表現を知っていたかが問われた。 

 問題Ｂ 

Part 1 （１）～（２）は比較的よくできている。

（４）は foods と書いている受験生もいたが, food 

は不可算名詞で，複数の種類を念頭において言う場

合以外は s をつけない。 

Part 2 今回はスペルミスや，単語の抜けや単語の

誤りなどは一律，配点分の減点とした。 

（ア）では there areはできているものの，kind を

複数形にできていなかったり，communication を

複数形で書いてしまったりしたものなどが見られた。

（イ）でも a number of の a が抜けたもの,あるい

はa number of ができているのに，technology を

複数形にできていないものなどのミスが多かった。

ディクテーションでは一般的に a，of，the のよう

に弱く発音される単語を聞き逃さないことに加えて，

自分の解答が文法や語彙の知識に照らして誤りがな

いか確認することに注意したい。 

 

２ 語句整序・和文英訳 

 問題Ａ 語句整序 

 英文中の整序問題で日本語も与えられていない。

前後の文脈に合わせて，与えられた語句から文を作

り上げることができるかどうかを見た。 

（１）ウから始められなかった解答が目立つ。ま

た，ウのあとにオ（specialized）の方を選んでしま

ったものも多かった。どの過去分詞を kept の補語

にすえるかは文脈の理解が不可欠。 

（２）は比較的よくできているが，only を入れる

位置を誤ると文脈がつながらなくなってしまう。 

（３）（４）もよくできていた。 

（５）の誤答では  had been known about 

Leonard’s work （ウ → イ → エ → ア → オ →

カ）というものが大変多い。if の省略で疑問文の語

順になるというところまでは理解できていたが，疑

問文の形について「助動詞を含む文は助動詞を文頭

に出して疑問文を作る」という点について理解があ

やふやだったということになる。 

 問題Ｂ 和文英訳  

タイムカプセルを掘り出すにあたっての語り手の心

情をテーマにした出題。日本語の字面にとらわれず，

訳しやすい日本語に直してから英訳する姿勢を保ち

つつ，基本語を用いて簡潔に表現できるようにした

い。減点された部分を必ず見直し，同じ間違いを繰

り返さないようにしよう。 

 ⓐ「思い出す」：remind は「人に～を思い出させ

る」なので，ここで I を主語にしては使えない。 

「胸をおどらせていた」：be interested in や be 

happy about ではこの意味合いには少し弱い。「わ

くわくしていた」ということなので be excited 

about〔by ; at ; over〕に思い至りたかった。look 

forward to （= to be excited and pleased about 

something that is going to happen (LDCE）を用い

たものは許容とした。 

ⓑ「…だろうと思いました」： I thought there 

were few peopleは，時制について注意深くなりた

い。「悪天候」：ここでは特定の日の天候を言うので 

the をつけて使うことに注意しよう。「歓声」：cheer 

は思いつかなかったと思うが「喜びの声」と考えて 

cries〔shouts〕of joy と工夫して訳せれば合格。「裏

切られた」では betray を使った直訳では通じない

が，そのような訳は少なかった。「予想」：prediction : 



supposition ; anticipation なども許容。 

ⓒ「虫捕り」の動詞には capture ; collect も使え

る。hunt はもっと大きな動物を「狩る」という意

味なので不適当。「虫」には insect のほか，bug も

使える。worm は「毛虫；芋虫」を指し，意味がせ

まくなるのでここでは使えない。「歯が立たない」（＝

打ちまかせられない）では beat のほか，defeat も

使える。「～となると」には最適の定形表現 when it 

comes to ～があることをここで確認しておきたい。

このイディオムを使わない場合は Ryota was 

much better at catching insects than me などとも

表現できる。 

 

３ 自由英作文 

 文法・語彙点と内容・構成点の２つの観点に分け

て採点した。指定語数に対する不足・超過について

は，５点の減点。ただし，指定語数の半分（33語）

未満のものについては，文法・語彙点を与えていな

い。 

○文法・語彙点           ……10点 

 誤りの数に応じて，10点から０点のいずれかの点

数をつけている。 

○内容・構成点           ……10点 

 内容に応じて，10点，７点，４点，０点のいずれ

かの点数をつけている。以下のような答案は内容・

構成点の減点対象となる。 

・賛成・反対の理由の説得力が欠けるもの 

・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの 

 解答・別解では「60歳になったら～返納する」こ

とも記述内容に含めて全体としてひとつの主張にな

るようにまとめる形にしているが，今回の試験の答

案としては「その意見に賛成〔反対〕」という書き方

のものも許容した。また，文字通り「賛成〔反対〕

だ」と述べていなくても「返納する必要はないと思

う」だけでも反対の意志が読み取れるので許容とし，

また「60 歳」という年齢に注目し「60 歳での返納

は早すぎるので反対だ。70 歳であれば妥当だと思

う」など，条件付きで反対しているものも許容。 

賛成意見としては「事故を起こす危険性が高い」，反

対意見としては「買い物など，生活に必要」などの

理由を挙げた答案が多かった。同じ内容を繰り返す

だけのものや，理由をいくつか挙げただけで箇条書

きに近いものは主張の説得性に欠けてしまうので気

をつけよう。 

 

４ 長文読解 

 「選択」をテーマにしたエッセイ。やや抽象的な

箇所もあり読みづらさを感じたかもしれないが，著

者の体験を述べている箇所を手がかりにすれば趣旨

を読み取れたのではないか。 

（３）while を「…であるのに〔である一方〕」と

いう‘対照’を表す接続詞で訳すべきところ,「…の

間」と訳しているものが多かった。we may not 

always have … と後ろの we always have …が手

がかりとなった。have control over ～ の control 

を「操作する」と訳したものが多かった。また 

among はここでは「（選択肢の）中から〔中で〕」

と訳すほうがより自然だろう。may を訳出してい

ない答案も多く見られたが,ここでの may は‘推

量’を表し文意からも訳出は必要だろう。 

（４） 空所Bについて,文脈の読み解きと熟語の知

識を問う問題であった。正解のｂを挙げられた受験

生は少なかった。選択肢 a を選んだ解答も多くあ

ったが, come by（手に入れる）は正反対の意味なの

で注意しよう。 

（５）第１段落で述べられた内容と第２段落以降の

内容のつながりに戸惑いを感じたかもしれない。エ

ッセイでは論説文より段落の展開がわかりづらいか

もしれないが，先へ読み進めていくことも大切。 

 

５ 長文読解 

 極地よりも低緯度のほうが生物の多様性が高くな

るという，生物の多様性をめぐる諸説が述べられた

文章。 

（１）解答箇所を見つけられているものの，単語の

訳し方などの誤りが見られる答案も少なくなった。

life は多義語だが，ここでは「生命」ではなく「生

物」が適切。文末は「～こと」や「～というパター

ン」など体言止めでまとめていないものは減点とし

た。 

（２）下線部に含まれる単語自体には難しいものは

なかったが，自然な日本語で訳す工夫が求められる

問題であった。the case を「場合」や「例」と訳し

ていた解答があったが，「実情，そう（いうこと）」

という意味。advance はここでは「唱えられた」や

「提言された」と訳した方がよい。 



 

第４回 高２英語 
 

総 評 

 今回の試験では，リスニング，語句整序，和文英

訳，自由英作文，長文読解といった多様な出題によ

り，受験者の総合的な英語力を測ることを目的とし

ている。今回の結果を見て，自分の得意な分野と苦

手な分野を把握し，的を絞った学習計画を立てられ

るようにしたい。 

 また，総得点だけでなく，大問ごとの出来や，誤

答の内容も把握してほしい。特に作文問題や，長文

問題中の記述形式の問題などは，一朝一夕に得意に

なる分野ではないが，大学入試に向けて必ず実力を

つけなければならない部分である。模範解答と解説

をよく読み，自分の答案に足りなかった部分や工夫

できる点を見つけるようにしよう。 

 

問題別講評・採点基準 

１ リスニング 

 リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メ

モを取りながら音声を聞くようにしよう。 

 問題Ａ 

（３）誤答としてはｄが多かった。音声に出てきた 

bonus につられないこと。 

 問題Ｂ 

Part 1 （４）2つともできて与点した。（ア）は割

合よくできている。kemical や cemicle などのス

ペリングミスに気をつけたい。（イ）point とした誤

答が散見されるが，直後に名詞 pleasure があるの

で，形容詞が入ることに注意しよう。 

Part 2 それぞれ，完全に書けて与点した。 

（ア）whether it is resulted on や whether it is a 

result など，弱く発音されて聞き取りにくい単語

がやはり書けていない。（イ）でも to を聞きもら

した I can learn（∧）avoid や I can learn to 

avoid to などの文法ミスが見られた。ディクテー

ションでは一般的に a，of，the のように弱く発音

される単語を聞き逃さないことに加えて，自分の解

答が文法や語彙の知識に照らして誤りがないか確

認することに注意したい。 

 

２ 語句整序・和文英訳 

 問題Ａ 語句整序 

 英文中の整序問題で日本語も与えられていない。

前後の文脈に合わせて，与えられた語句から文を作

り上げることができるかどうかを見た。 

（１）誤りの多い解答では，最後の３つの並べ替

えで苦戦している解答が目立つ。best を入れる位置

が難しかったのかもしれない。ここの best は副詞

である。また each の位置を the one の前後に置い

た誤りも多かった。one が何を受けるかも確認が必

要で文脈の理解が不可欠だった。 

（２）誤りの多くは those が人々を指すと気づい

ていなかったと推測される。例えば，those（who are）

rich で「裕福な人々」の意味を表す。not  

inaccessible と続けた解答もあったが，文脈と合わ

ない。 

（３）は倒置が起こる場合を見抜けるか試す出題。 

Not until ～を文頭に出すことに気づいていた受

験生もいたが，ア（appeared did）→エ（the 

phonograph）と倒置の箇所を誤った答案が多かっ

た。 

（４）（５）は比較的よくできていた。決まった

イディオムをおさえておこう。 

 問題Ｂ 和文英訳  

企業の学生採用をテーマにした和文からの出題。

訳しやすい日本語に直してから英訳する姿勢を保ち

つつ，基本語を用いて簡潔に表現できるようにした

い。減点された部分を必ず見直し，同じ間違いを繰

り返さないようにしよう。 

ⓐ基本事項を確認する目的でこの小問を作った。

「どこの大学を出たか」「大学で何を学んだか」では

間接疑問文を使って表す場合， what university 

did students graduated from ／  what did 

students study など間接疑問文の形が徹底できて

いない解答がまだまだ目立った。 

ⓑまず「のどから手が出るほど」という表現をど

う英語で表せるかを見た。訳出されていないものは

減点としている。直訳している解答も一部見られた

が，概ねここは意味を汲み取れていた。受験生の中

では really が多かったが，副詞を使わない be 

keen to …；be anxious to …なども広く許容した。

「対応する」は解答・別解以外では cope with ～；

address なども有効である。「日々」は every day 

と２語で表すべきところを everyday と１語で書

いているものなど細かいミスも避けたいところであ



る。 

ⓒ「～だからだ」という日本語を見て，単独の

Because 節を使った答案が散見された。Because S

＋ V ～という形で単独で使えるのは，Why …？で

問われた時の返答で用いる場合である。誤答の中に

は This is why S ＋ V ～（そういうわけで～）も

多かった。「生き残り」を survive（動詞形）と書い

ている答案が目立った。「かかっている」を depend 

on を進行形で表しているものがあったが，通例進

行形は使えない。 

３ 自由英作文 

 文法・語彙点と内容・構成点の２つの観点に分け

て採点した。指定語数に対する不足・超過について

は，５点の減点。ただし，指定語数の半分（30 語）

未満のものについては，文法・語彙点を与えていな

い。 

○文法・語彙点           ……10点 

 誤りの数に応じて，10点から０点のいずれかの点

数をつけている。 

○内容・構成点           ……10点 

 内容に応じて，10点，７点，４点，０点のいずれ

かの点数をつけている。以下のような答案は内容・

構成点の減点対象となる。 

・賛成・反対の理由の説得力が欠けるもの 

・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの 

 今年のテーマは，受験生にとってなじみのある話

題であったせいか，内容は考えやすかったのではな

いだろうか。今回は DVD にすることに賛成か反対

かを問うもので，DVD と紙〔冊子〕の卒業アルバ

ムのどちらも欲しいなどの解答は基本的に許容しな

かった。解答例・別解の他に，賛成・反対例として

「DVD は紙〔冊子〕に比べてデータが多く入れら

れる」「DVD は壊れると見られない」「DVD は小

さくて失くしてしまうかもしれない」などが書かれ

ていた。だが「DVD は紙〔冊子〕に比べてたくさ

んのことを思い出す」でとどまっているなどその理

由，主張のサポートがないものも多い。１つのこと

を掘り下げて書ける力も養う必要がある。今後のた

めに，形式面で指摘をしておきたい。第１文（I agree 

with the idea.）と最終文（So, I agree with the idea.）

でほぼ同じ文が重複する解答例が見受けられた。学

校等でも指摘されているとは思うが，本問のように

語数の少ない場合は同じ文の重複は避けたほうがよ

い。 

 

４ 長文読解 

「思考は思考にすぎず，現実ではない」「思考が感情

を作っている」さらに「想像したことが現実のもの

ではないことに気づけば人生の悩みを減らせるだろ

う」と説く自己啓発本からの出題。深く思考するこ

とを否定しているわけではないだろうが，思考によ

り生まれた否定的な感情に心を乱されることなく人

生を送ってほしいという内容である。 

（１）下線部直後の文を２つに分け，それぞれのポ

イントを正しくまとめられているものに点を与えた。

各ポイント中での誤訳はポイント分の減点で，原則

として部分点はナシとしたので，点差が開いたと思

われる。設問は「友人の離婚」について聞いた時の

具体的な「思考」について述べることを求めている。

具体的でなく下線部の和訳に終始したものや，仮定

法の２つの節をふまえた説明になっていないものが

目立ったが，細かい点はどうあれ，「同じ出来事でも

違った視点から考えると違う感じ方になる」という

著者の主張自体は理解できている答案も見られた。 

（５）文章全体の主旨を問う問題だが，比較的よく

できていた。 

 

５ 長文読解 

 人間の声を電子的に合成する技術の進歩と現状に

ついて述べた文章。カーナビなどの案内音声を思い

浮かべながら読むとわかりやすいだろう。 

（１）pronounced quite differently の修飾位置が

わかっていないものが見られた。解説にもあるよう

に，文法的には a noun for a heavy metal を修飾す

るので「発音のまったく異なる～名詞」のように訳

すとよい。「コンピューターはどのように区別して発

音すべきか」のように a computer を主語，

pronounced quite differently を述語として続けて

訳してしまったものが目立つ。heavy metal は専門

用語に近いので「ヘビーメタル；ヘビメタ」などの

誤訳はいたしかたない。 

（３）空欄ではなく解答してある答案は概ね理解で

きているものが多かった。 

（４）pass over ～や build の不適切な訳が多い。 

（５）ｆはよくできているが，ｃの代わりにｄを選

んだものが多い。 

 



 

第５回 高２英語 
 

総 評 

 今回の試験では，リスニング，語句整序，和文英

訳，自由英作文，長文読解といった多様な出題によ

り，受験者の総合的な英語力を測ることを目的とし

ている。今回の結果を見て，自分の得意な分野と苦

手な分野を把握し，的を絞った学習計画を立てられ

るようにしたい。 

 また，総得点だけでなく，大問ごとの出来や，誤

答の内容も把握してほしい。特に作文問題や，長文

問題中の記述形式の問題などは，一朝一夕に得意に

なる分野ではないが，大学入試に向けて必ず実力を

つけなければならない部分である。模範解答と解説

をよく読み，自分の答案に足りなかった部分や工夫

できる点を見つけるようにしよう。 

 

問題別講評・採点基準 

１ リスニング 

 リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メ

モを取りながら音声を聞くようにしよう。 

問題Ａ 

（５）いずれのイラストも紛らわしいので説明をよ

く聞く必要があったが，よくできていた。誤答とし

てはｃが多かった。単純だが方角の聞き取りを間違

えるだけでこのようなミスにつながる。 

問題Ｂ 

Part 1 （４）２つともできて与点した。（ア）は 

medical としたものが散見された。直前の be used 

to ～を「～に慣れる」という意味に解釈し，to 以

下を名詞句にしようとしたものと思われるが，それ

ではこの文全体の意味が放送内容に合わなくなって

しまう。（イ）は放送内容には含まれない語のため

難しかったであろう。different では，放送文内の 

remote が持つ「距離の遠さ」の意味合いが出ない。 

Part 2 それぞれ，完全に書けて与点とした。 

（ア）wearables １語で wearable devices を指す

ことに気づかないと難しいだろう。このように，一

般的に形容詞として使われる語が名詞的に扱われる

場合もあることを覚えておくとよい。また，冒頭の 

to を聴き逃した答えも多かった。（イ）よくできて

いたが，make efforts の efforts を複数形にしてい

ない誤答が目立った。続く toward の t- の音とつ

ながって聴き取りにくいが，make an effort という

基本形を知っていれば気づけただろう。 

 

２ 語句整序・和文英訳 

問題Ａ 語句整序 

 英文中の整序問題で，日本語も与えられていない。

前後の文脈に合わせて，与えられた語句から文を作

り上げることができるかどうかを見た。 

（１）green と ice の対比については理解できてい

る答案も多かったが，as opposed to ～（～と対立

するものとしての）の語順で誤りが目立った。 

（２）the size の位置の誤りが目立った。… times 

the size of ～＝ … times as large as～（～の…倍

の大きさの）は難易度の高い表現で差がついた。 

（３）were to melt から始めた誤答が目立ったが，

下線部の後の entirely とのつながりも考えておき

たかった。また，倒置に気づかなかった答案も多か

ったので，解説で考え方を確認しておこう。 

（４）この段落の内容をまとめた箇所。氷の厚さと

年代，氷の層の並ぶ順番を理解して読めていたかが

ポイントだった。 

（５）provide A with B（AにBを提供する）を使

った誤答が目立った。知っている表現に飛びつかず，

前後をきちんと読んで判断することが重要。 

問題Ｂ 和文英訳  

ビジネスのための英語学習をテーマにした和文

からの出題。訳しやすい日本語に直してから英訳す

る姿勢を保ちつつ，基本語を用いて簡潔に表現でき

るようにしたい。減点された部分を必ず見直し，同

じ間違いを繰り返さないようにしよう。 

ⓐ「英語に堪能になる」は比較的よくできていた。

苦労が見えたのは「活躍の場を広げる」で，expand 

the place where I can work などと直訳した答案が

多かった。ここでの「場」とは，つまり「活動の範

囲」や「担当する業務の種類」のことだと読み換え

られると，真意が伝わりやすい訳になる。 

ⓑ「英語が通じる」は make oneself understood 

in English がよく使われる表現なので，覚えておく

とよい。「会話ははずんだ」は the conversation was 

successful など，意味をきちんと理解した解答も多

く見られた。 

ⓒ「Aが…すればするほど，Bは～する」，「…す

るのに～すぎることはない」はともに和文英訳で問



われやすい表現だが，どちらもよく書けていた。 

 

３ 自由英作文 

 文法・語彙と内容・構成の２つの観点に分けて採

点した。指定語数に対する不足・超過については，

５点の減点。ただし，指定語数の半分（30語）未満

のものについては，文法・語彙点を与えていない。 

○文法・語彙点           ……10点 

 誤りの数に応じて，10点から０点のいずれかの点

数をつけている。 

○内容・構成点           ……10点 

 内容に応じて，10点，７点，４点，０点のいずれ

かの点数をつけている。以下のような答案は内容・

構成点の減点対象となる。 

・賛成・反対の理由の説得力が欠けるもの 

・賛成・反対の論旨に一貫性がないもの 

 今回のテーマは，レストラン入店における年齢制

限に対する賛否を問うものだった。よく見かけるテ

ーマではなかったかもしれないが，レストランで子

供連れの家族と居合わせた経験を踏まえれば，書き

やすいテーマだったのではないだろうか。解答例・

別解の他に，賛成例として「子供向けのメニューや

椅子などを準備するのに手間やお金がかかる」，反対

例として「子供連れで行くことができるレストラン

が少なくなると，子供連れでの外出が難しくなり，

少子化につながる恐れがある」なども挙げられてい

た。一方で，「小さい子供はうるさいから」など，主

観のみの主張でとどまっているものもあった。意見

を述べる英作文では，自分とは異なる意見の人に対

して説得するという視点を持って取り組みたい。理

由を述べる際には，具体例やエピソードを挙げるな

どして，読み手が納得できるような根拠を示すよう

に心がけよう。 

 

４ 長文読解 

 物理学者である筆者が，男女同権主義団体から抗

議を受けた際の出来事を描いたエッセイからの出題。

筆者の妹と筆者の友人とのやりとりや，筆者の著書

で扱われたエピソードなど，注意して読まないと状

況を読み間違いやすい箇所もあったと思われるが，

筆者の最後の発言のオチを楽しんで読んでほしい内

容である。 

（４）皮肉も含めて本文の流れが理解できているか

どうかを試す問題。男女の対比はこのエッセイの核

となるところなので，わからなかった人は解説を読

んで確認しておこう。 

（５）文頭の For を「～のために」「～にとって」

と訳した答案が多かった。For 以下に women (do 

indeed) suffer from ～というSVの形があることか

ら，このFor の役割を考えて解答したい問題だった。

前後の流れや英文中の単語から何となく解釈するの

ではなく，文構造をきちんと解析して読む癖をつけ

よう。単語や表現については，まず presence（同

席；出席）の誤訳が目立った。形容詞 present（出

席している）と合わせて覚えよう。また，serve to …

の訳脱も多かった。「（あなた方が出席したことが）

…するのに役立つ」，「（あなた方が出席したおかげで）

…することができる」などと訳すと自然な訳となる。 

 

５ 長文読解 

 古代からの人間と犬の関係について述べた文章。

人間と犬との関係がどれほど古くから続いているか，

他の動物との関係とどう異なるかという点を念頭に

置いて読んでほしい。 

（１）挿入的に使われている分詞構文 buried ～の

構造を取り違えた誤訳が多く見られた。また，There 

lay ～は There are ～構文とほぼ同じ捉え方がで

きるが，ここを誤訳したことによる主語の取り違え

が非常に目立った。なお，puppy はそのまま「パピ

ー」とはせずに「子犬」と日本語にすること。和訳

問題や説明問題では，日本語として広く定着してい

るものを除いて，カタカナは用いないようにしよう。 

（２）誤答で多かったのはｂ。ここは 1977 [S] is [V] 

ancient history [C] という構造であることを見抜

くことがポイント。下線部以降の内容から，ancient 

history という比喩表現が意味する内容を的確に捉

えよう。 

（４）「…変化した。」「～の進化を引き起こした。」

のように，主語と動詞から成る‘文’として書いて

しまった答案が目立った。直前の coevolution と同

格関係にあることを確認しておこう。 

（５）かなりの難問と言えよう。ここは 

“domesticating”（＝引用符が付いている）が比喩で

あることも読み解く鍵となる。 



数 学

総　評
　今回は以下の分野から出題した。
　「対数関数」「高次方程式」「三角関数」
　「1次不定方程式」「場合の数・確率」
　「微分積分」「ベクトル」「図形と方程式」「数列」
レベルとしては，易しいものから難しいものまで，幅
広く出題した。標準レベルのものまでは全員に正解して
ほしかったが，残念ながら出来がよくない問題もあった。
間違えた問題については，「解答」や「解説」を参考に
しっかり復習しておこう。
　また，答案の作り方についても意識しておくとよい。
せっかくわかっていても，理解していることが採点者に
伝わらないと点数はもらえない。「解答」の記述も参考
に，どのように書けばよいか，どの程度書けばよいかな
どについて確認しておきたい。

問題別講評
１　小問集合
（１）アでは，真数条件を考慮せず ≈≤0，2≤≈とした
ものが目立った。また，イでは，真数条件や底の条件を
考慮しなかったと思われるもの，底による場合分けをし
なかったと思われるものなど，さまざまな誤答が見られ
た。対数関数の扱い方をよく復習しておこう。

（２）比較的できていたが，ウでは，i=-
∏
2 ，

∏
2 を代

入しただけの- 3 ≤ t≤ 3 という誤答がちらほら見
られた。間違えた人は，関数の最大値・最小値を求める
際の考え方をよく復習しておこう。
（３）できていた。
（４）クはできていたが，ケではさまざまな誤答が見ら
れた。条件付き確率の考え方を復習しておこう。

２　微分積分
　3次方程式の解のとり得る値の範囲に関する問題。
（１）できていたが，微分したあと増減表をかかずにい
きなり答を書いているものがあった。極値の求め方は，
微分積分において最も基本となる項目である。減点され
ていた人は，手順をよく再確認しておこう。
（２）（ⅰ）できていた。
（ⅱ）根拠の不十分なものが非常に多かった。グラフよ
り-1<b<3，3<c<5を求め，そこから 4<b+c<6と

しているものがあったが，これだけでは 2<b+c<8し
かいえない。「解答」のように解と係数の関係を利用す
る方法をしっかり確認しておこう。

３　ベクトル
　四面体を題材にしたベクトルの問題。
（１）辺 OBを 6：1に内分する点を Eとしたものが多
く，想定よりもできていなかった。問題文はよく読むよ
う心がけよう。
（２）OP⊥ FPに着目し，内積を利用するという方針
は立てられているものの，その計算の途中でミスしてい
るものが多かった。無理に途中の計算を省略せず，丁寧
に計算してほしい。
（３）白答がほとんどだった。（２）と同様にOQ⊥FQ

に着目して内積を利用する「解答」の方法のほか，方べ
きの定理を利用する「解説C」のような解答も可能であ
る。できなかった人はもちろん，できた人も様々な解法
を学び取ってほしい。

４　図形と方程式
　2直線の交点の軌跡に関する問題。
（１）問題文に従って，点の座標や直線の式を順に求め
ていけば正解に到達できる問題であったが，想定よりも
できていなかった。図形と方程式の問題では，丁寧に図
をかき，慌てずに 1つ 1つの条件を式に表していくこと
が重要であることを肝に銘じてほしい。
（２）白答が多かった。着手できていたものの多くは点
Hの座標を求める方針（「解説C」）をとっていたが，本
問においてはやや遠回りである。「解答」のように，点
Hの ≈座標，¥座標がみたす式から pを消去するという
方針を押さえてほしい。

５　数列
　数列の和と一般項に関する問題。
（１）できていた。
（２）Sn-Sn-1についてはできていたが，Tn-Tn-1につ
いてはあまりできていなかった。複数の¸を含む式を整
理する際は，適宜，和を書き下して考えるとよい。
（３）「（２）の結果を利用するにはどうすればよいか」
というところから突破口を開いてほしかったが，あまり
できていなかった。
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（４）できていなかった。階差数列を利用して数列の一
般項を求めるという発想を確認しておいてほしい。

採点基準
　以下に配点の目安を記しますので，参考にしてくださ
い。なお，下記は目安であり，立式や計算の過程におい
て，場合に応じて部分的に得点を与えることや，減点す
ることがあります。
　また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以下の
基準に当てはまらないこともあります。

１（40点）
　いずれも答に
（１）ア：4点，イ：6点　 ……………………… 10点
（２）ウ：3点，エ：3点，オ：4点 …………… 10点
（３）カ：4点，キ：6点　 ……………………… 10点
（４）ク：4点，ケ：6点　 ……………………… 10点

２（30点）
（１）（8点）
　f(≈)を微分して　 ………………………………… 1点
　f(≈)の増減を調べて　 …………………………… 3点
　答に　………………………………………………… 4点
（２）（ⅰ）（10点）
　¥=f(≈)のグラフをかいて　 ……………………… 4点
　答に　………………………………………………… 6点
（ⅱ）（12点）
　b+c=3-aを示して　 …………………………… 3点
　¥=f(≈)と ¥=0の共有点の ≈座標を求めて　 … 3点
　aのとり得る値の範囲を求めて　 ………………… 3点
　答に　………………………………………………… 3点

３（40点）
（１）（8点）
　OF を実数 kと a，b を用いて表して　 ………… 2点
　kを求める式に　 …………………………………… 3点
　答に　………………………………………………… 3点

（２）（12点）
　OP を実数 lと cを用いて表して　 ……………… 1点
lを求める式に　 …………………………………… 8点

　答に　………………………………………………… 3点

（３）（20点）
　OQ を実数 sと OF，cを用いて表して　 ……… 5点
　sを求める式に　 …………………………………… 8点
　sの値を求めて　 …………………………………… 4点
　答に　………………………………………………… 3点

４（40点）
（１）（15点）
　点 Pの座標を pを用いて表して ………………… 2点
　点 P' の座標を pを用いて表して　 ……………… 2点
　直線 lの傾きを pを用いて表して　 ……………… 5点
　答に　………………………………………………… 6点
（２）（25点）
　点Hが直線 l上にあることを式で表して ……… 3点
　点Hが直線 OP' 上にあることを式で表して　 … 3点
　軌跡の方程式を求めて　…………………………… 6点
　軌跡の限界を求めて　…………………………… 11点
　答に　………………………………………………… 2点

５（50点）
（１）（8点）
　答に　………………………………………………… 8点
（２）（12点）
　Sn-Sn-1を求めて（答に）　 ……………………… 5点
　Tn-Tn-1を求めて（答に）　 ……………………… 7点
（３）（15点）
　（２）の結果より
　　　(Sn+1-Tn+1)-(Sn-Tn) を求めて　 ……… 5点
　Sn-Tn=(n-1)3 より
　　　(Sn+1-Tn+1)-(Sn-Tn) を求めて　 ……… 5点
　答に　………………………………………………… 5点
（４）（15点）
　an+1-anを求めて　 ………………………………… 5点
　n≥3のとき，anを求めて（答に）　 …………… 8点
　n=2のときも成り立つことを確認して　 ……… 2点
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総 評 

 今回は以下の分野から出題した。 

「指数関数」「三角関数」「微積分」「確率」 

「図形と方程式」「ベクトル」「数列」 

 レベルとしては，易・やや易・標準・やや難・難

と，幅広く出題した。標準レベルのものまでは全員

に正解してほしかったが，残念ながら出来がよくな

い問題もいくつかあった。間違えた問題については，

「解答」「解説」を参考にしっかり復習しておこう。 

 また，答案のつくり方についても意識しておくと

よい。せっかくわかっていても，理解していること

が採点者に伝わらないと点数はもらえない。「解答」

の記述も参考に，どのように書けばよいか，どの程

度書けばよいかなどについて確認しておきたい。 

 

問題別講評 

１ 小問集合 

（１）不等式の出来はよかったが，方程式の出来は

その半分ぐらいだった。できなかった人は指数法則

の確認をしておいてもらいたい。 

（２）三角不等式はよくできており，三角関数のと

り得る値の範囲についてもまずまずの出来であった。 

（３）思ったほど出来はよくない。カでは白答が目

立った。 

（４）キはよく出来ていた。クの出来は悪く，いろ

いろな誤答が見られた。 

 

２ 微積分 

 3次関数のグラフと最小値についての問題。 

（１）よくできていた。 

（２）（１）で求めた関係式を tの方程式と見て，そ

の解の個数の話に帰着させるのがポイントであるが，

この読み替えができていなかった。 

（３）aの値による場合分けができていない人が目 

立つ。とくに，解の公式を使って方程式 f ’ (x)=0の解

を x=－1±｜a－1｜とし，絶対値の中身の符号で場

合分けしておしまいにした人が多かった。このあと，

α－2，－αと0との大小関係によって場合分けする

必要がある。 

 

３ ベクトル 

 円に内接する三角形を題材にしたベクトルの問題。 

（１）よくできていた。 

（２）図形的に求めようとして計算ミスした人が多

かった。 

（３）座標を導入して△PQRの面積を求めた猛者も

いたが，全体的に出来はよくない。とくに，「解説B」

の方法で求めようとして挫折した人が多かった。図

形的な見方を身につけておいてもらいたい。 

 

４ 図形と方程式 

 2 円の位置関係と軌跡に関する問題。数式処理力

と図形的な見方の両方が必要で，難易度は高い。 

（１）「解説A」の方法で求めようとした人が大半を

占めたが，正解にたどり着けたのはほんの一握りで

あった。根号と絶対値を含む不等式になるため計算

は煩雑であるが，根気よく取り組めば解けなくない

ので，集中力を切らさないでほしかった。 

（２）X，Ｙをmで表そうとしてミスした人， mで

表すことはできたものの，そこからmを消去できな

かった人が多い。この処理は決して難しいものでは

ない。しっかり復習して，確実にできるようにして

おいてもらいたい。 

（３）（２）ができていないので，手をつけられなか

った人がほとんどであった。見方が面白い問題なの

で，再挑戦してほしい。 

 

５ 数列 

 漸化式で定められた数列についての問題。 

（１）一般項を予想しただけの人が少なくない。漸

化式の両辺の対数をとった人はほとんどいなかった。 

（２）（１）ができた人は比較的よくできていた。 

（３）不等式②を立式するところまでもやや難しく，

さらに立式後の処理が難しいが，正答にたどり着い

た人もちらほら見られた。後半で用いた"式の評価"

の考え方は，とくに数学Ⅲにおいて重要であるので，

ぜひ身につけてもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

 



採点基準 

以下に配点の目安を記しますので，参考にしてく

ださい。なお，下記は目安であり，立式や計算の過

程において，場合に応じて部分的に得点を与えるこ

とや，減点することがあります。 

また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以

下の基準に当てはまらないこともあります。 

 

１（40点） 

いずれも答に 

（１）ア：5点，イ：5点  ······················ 10点 

（２）ウ：5点，エ：5点  ······················ 10点 

（３）オ：5点，カ：5点  ······················ 10点 

（４）キ：5点，ク：5点  ······················ 10点 

 

２（40点） 

（１）（10点） 

接線の方程式を求めて  ····························· 5点 

答に  ······················································ 5点 

（２）（15点） 

𝑔(𝑡)の増減を調べて  ································ 8点 

答に  ······················································ 7点 

（３）（15点） 

方程式 f ’ (x)＝0を解いて  ·························· 3点 

正しく場合分けして  ································ 3点 

それぞれの場合の f (x)の増減を調べて  ········ 3点 

答に  ······················································ 6点 

 

３（40点） 

（１）（7点） 

答に  ······················································ 7点 

（２）（13点） 

𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗・𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗の関係式を立式して  ··················· 6点 

答に  ······················································ 7点 

（３）（20点） 

△PQRと△OBCの面積比を求めて  ········· 10点 

△OBCの面積を求めて  ···························· 5点 

△PQRの面積を求めて  ···························· 5点 

 

４（40点） 

（１）（10点） 

①，②が円を表す条件を求めて  ················ 2点 

①，②からyを消去して得られる方程式の判別 

式を求めて  ············································ 3点 

答に  ····················································· 5点 

（２）（15点） 

X，Ｙ，mの関係式を求めて  ···················· 2点 

軌跡の方程式を求めて  ···························· 6点 

軌跡の限界を調べて  ······························· 2点 

図示して  ··············································· 5点 

（３）（15点） 

２−𝑌

２−𝑋
の図形的な意味を捉えて  ··················· 3点 

∠DCEの大きさを求めて  ························ 6点 

答に  ····················································· 6点 

５（40点） 

（１）（15点） 

一般項を推測して  ··································· 3点 

数学的帰納法で証明して  ························ 12点 

（２）（10点） 

隣接する3項の和Skを求めて  ·················· 4点 

答に  ····················································· 6点 

（３）（15点） 

P3n求めて  ·············································· 3点 

nの不等式を立式して  ····························· 3点 

答に  ····················································· 9点 



 

     第３回 高２数学 
 

総 評 

 今回は以下の分野から出題した。 

「対数関数」「三角関数」「微積分」「確率」 

「ベクトル」「図形と方程式」「数列」 

レベルとしては，易 ～ 標準 ～ 難と，幅広く出

題した。標準レベルのものまでは全員に正解してほ

しかったが，残念ながら出来がよくない問題もあっ

た。間違えた問題については，「解答」や「解説」を

参考にしっかり復習しておこう。 

また，答案の作り方についても意識しておくとよ

い。せっかくわかっていても，理解していることが

採点者に伝わらないと点数はもらえない。「解答」の

記述も参考に，どのように書けばよいか，どの程度

書けばよいかなどについて確認しておきたい。 

 

問題別講評 

１ 小問集合 

（１）アでは， 02 = 0と間違えたと思われる答案が

散見された。またイでは，真数条件を見落とした答

案が多かった。できなかった人は，これを機に十分

注意してもらいたい。 

（２）三角関数の合成は基本的にはよくできていた

が，三角不等式については，α≦θ≦π－αを答え

とするなど，惜しいものが見られた。 

（３）特にキの出来は思ったほどよくはなかった。

ここでは，カの結果を利用して省力化するのがポイ

ントである。 

（４）確率の問題であり，クは比較的よくできてい

たが，ケの出来はあまりよくなく，いろいろな誤答

が見られた。 

 

２ 微積分 

 ３次関数の微分についての問題。 

（１）極値をもたない条件であるが，「解答」の方法

以外にも，方程式 f’(x) = 0を解いて0 = －2aを導い

たりして，よくできていた。 

（２）a の値による場合分けをした答案も見られた

が，「解答」のように処理すればよいことを理解して

おこう。また，解と係数の関係を利用することもで

きる。 

（３）a = 0 の場合をa < 0の場合に含めてしまった

りして，この場合の考察がきちんとできていない答

案が見られた。このレベルの問題に対しては，きち

んとした答案が書けるようになっておいてほしい。 

 

３ ベクトル 

三角形と円を題材にしたベクトルの問題。本問や

次の４の問題において，様々な図形的な視点を是非

身につけてもらいたい。 

（１）まずは BC の中点の位置ベクトルを求めたり

して，よくできていた。 

（２）（ⅰ）与えられた垂直条件を内積を用いて立式

できれば，さほど難しくはなかっただろう。 

（ⅱ）ABがこの円の直径であることに気づくのが最

大のポイントである。この後は三角比を利用したり

方べきの定理を利用したりと様々だったが，「解答」

や「解説」以外の解法を用いた答案は，途中のミス

が目立った。 

 

４ 図形と方程式 

円の通過領域を求める問題。数式の処理力や図形

的な発想力も必要で，難易度は高めである。 

（１）半径を求める際の計算ミスが目についたが，

基本的にはよくできていた。 

（２）（ⅰ）図形的な条件を方程式の条件に読み替え

るのがポイントである。「解答」のように読み替えた

あと，数値代入法で処理した答案も見られた。 

（ⅱ）（ⅰ）の結果を利用するわけだが，白答以外の

答案では，まず点 P の軌跡を求めて，図形的に考え

たものが多かった。 

 

５ 数列 

 群数列についての問題で，整数の性質と絡めて出

題した。 

（１）Ｐnの規則性については，概ね把握できている

ようだった。 

（２）（ⅰ）「解説」のように階差数列を利用したり，

数学的帰納法を利用したりと，様々な解法が見られ

たが，階差が4nであることの説明が不足しているも

のが目立った。 

（ⅱ）「解答」や「解説」のように5で割った余りに

着目した答案はあまり見られず，素直に10で割った

余りに着目した答案でも，途中の説明不足のものが

多かった。 



採点基準 

 以下に配点の目安を記しますので，参考にしてく

ださい。なお，下記は目安であり，立式や計算の過

程において，場合に応じて部分的に得点を与えるこ

とや，減点することがあります。 

また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以

下の基準に当てはまらないこともあります。 

 

１（40点） 

 いずれも答に 

（１）ア：５点，イ：５点 ……………………10点 

（２）ウ：２点，エ：３点，オ：５点 ………10点 

（３）カ：５点，キ：５点 ……………………10点 

（４）ク：５点，ケ：５点 ……………………10点 

 

２（40点） 

（１）（10点） 

 f’′( x )を求めて …………………………………３点 

 f’′( x ) = 0の判別式に  …………………………４点 

答に ……………………………………………３点 

（２）（15点） 

 極値をもつ条件に ……………………………２点 

f (0 )・f (－2 a ) = 0 に  ……………………… ８点 

 答に ……………………………………………５点 

（３）（15点） 

 場合分けと増減に  ……………………… 各２点 

 最小値についての不等式に  …………… 各１点 

 答や不適に …………………………………各２点 

 

３（40点） 

（１）（10点） 

 答に …………………………………………各５点 

（２）（ⅰ）（15点） 

AB・ACをaで表して ……………………６点 

AG・BG = 0 に ……………………………３点 

aの方程式に …………………………………２点 

2a の値に  ……………………………………２点 

答に ……………………………………………２点 

（ⅱ）（15点） 

 AE =
3

1
kAB+

3

1
kACとおいて ……………２点 

AC・BE = 0 に  ……………………………７点 

 kの値に  ………………………………………４点 

 答に ……………………………………………２点 

 

４（40点） 

（１）（10点） 

 円の方程式を変形して ………………………４点 

答に …………………………………………各３点 

（２）（ⅰ）（15点） 

 aについて整理して …………………………３点 

 恒等式となる条件に …………………………６点 

  (x,  y) の座標に …………………………各２点 

 答に …………………………………………各１点 

（ⅱ）（15点） 

 ABを直径とする円に ………………………２点 

 aについての不等式に ………………………２点 

 aの値の範囲（答）に ………………………２点 

f (－1 ) ≦ 0 の式に …………………………２点 

 f ( 3 ) ≦ 0 の式に ……………………………２点 

 領域の図示（答）に …………………………５点 

 

５（40点） 

（１）（10点） 

 Ｐl (10, 1) は第10群の末項に ………………２点 

l = 55（答）に  ………………………………２点 

 kについての不等式に  ………………………２点 

 Ｐ200  は第20群の10項目に  ………………２点 

Ｐ200 (10, 11) （答）に  ………………………２点 

（２）（ⅰ）（15点） 

 anは第 (2 n－1) 群の中央の項までの項数に 

 ………………４点 

 第 (2 n－1) 群の末項までの項数に  ………２点 

 第 (2 n－1) 群の初項までの項数に  ………２点 

 anを nの式で表して …………………………２点 

 n＝1での成立を確認して ……………………３点 

答に ……………………………………………２点 

（ⅱ）（15点） 

 bnの式に ………………………………………３点 

 連続する3整数の積が3の倍数より， 

5の倍数を示して  …………………………３点 

 R (0) ～ R (4) に  ……………………………５点 

 bnを5で割ったときの余りは 0 , 1 , 4 に 

………………２点 

証明を締めくくって …………………………２点 

 



 

第４回 高２数学 
 

総 評 

 今回は以下の分野から出題した。 

「高次方程式」「三角関数」「対数関数」 

「場合の数・確率」「積分法」 

「ベクトル」「数列」「図形と方程式」 

レベルとしては，易 ～ 標準 ～ 難と，幅広く出

題した。標準レベルのものまでは全員に正解してほ

しかったが，残念ながら出来がよくない問題もあっ

た。間違えた問題については，「解答」や「解説」を

参考にしっかり復習しておこう。 

また，答案の作り方についても意識しておくとよ

い。せっかくわかっていても，理解していることが

採点者に伝わらないと点数はもらえない。「解答」の

記述も参考に，どのように書けばよいか，どの程度

書けばよいかなどについて確認しておきたい。 

 

問題別講評 

１ 小問集合 

（１）アでは，3x－2やxを答えとする答案が散見さ

れた。またイでは，0 とする答案が見られた。これ

を機に剰余の定理を復習しておきたい。 

（２）ウは比較的よくできていたが，エはBとDを

取り違えて
7

 12 
πを答えとするなど，惜しいものが見

られた。 

（３）特にカの出来はよくなかった。0＜y≦aとする

答案が多く，真数条件に気づけているだけに残念だ。

ここでは，log
a
 yも真数になっていることから，不等

式 log
a
 y＞0も解く必要があった。 

（４）場合の数と確率の問題である。キの誤答では

60が非常に多かった。問われているのは生徒の組合

せだから，じゃんけんの手の出し方を考える必要は

ないことに注意しよう。 

 

２ 積分法 

 積分法を利用して面積を求める問題。 

（１）場合分けをして絶対値記号を正しくはずせて

いないもの，はずせたとしても場合分けの条件をみ

たすのか確認が足りないものなど，全体的に苦手な

様子が出ていた。よく復習しておいてほしい。 

（２）定積分を利用して面積を立式しても，途中の

計算でミスが目立った。ミスをしないような計算の

工夫や解答の書き方をもう一度見直しておこう。 

（３）整数の性質に関する問題。できているものは

「解説 C」の方法が多かった。いろいろな方法で考

えることができるので，「解答」や「解説」を参考に

してほしい。 

 

３ ベクトル 

三角形と円を題材にしたベクトルの問題。 

（１）三角形の外心と重心を混同している答案が散

見された。垂直二等分線の交点であることに気づけ

るかどうかがカギ。 

（２）（ⅰ）与えられた垂直条件を内積を用いて表し

たあと，それをどのように利用するかで明暗が分か

れた。  

（ⅱ）△ABCの面積を面積公式を利用して直接求め

ようとする答案が多かった。図形的な考察を加える

ことで処理量を減らすことができるので，このよう

な視点を是非身につけてほしい。 

 

４ 数列 

数列の和の性質を利用して，数列の和の最小値を

求める問題。難易度は高めである。 

（１）よくできていた。 

（２）数列{ak}，{bk}の一般項を代入して計算した答

案では，途中でミスをするものが多かった。 

（３）（２）の式をすべて展開してしまい，数列{xk}

と数列{bk}が一致するとき最小であることの説明不

足が見られた。論証の仕方を身につけてほしい。 

 

５ 図形と方程式 

 図形的な条件と数式の条件の読み替えや数式の処

理力が要求され，難易度は高めである。 

（１）「解説」のように垂直に着目するまではよかっ

たが，こう読み替えると頂点での場合分けが必要な

ことを見落としてしまうようだった。 

（２）（ⅰ）
y

 x－3 
＝kとおくことは比較的できていた

が，円Cと放物線Pの位置関係やその２つのグラフ

に囲まれる領域Dを正しくつかめていないものが目

立った。 

（ⅱ）白答以外の答案では，図形的な条件を方程式

の条件に読み替えることができていた。 



採点基準 

 以下に配点の目安を記しますので，参考にしてく

ださい。なお，下記は目安であり，立式や計算の過

程において，場合に応じて部分的に得点を与えるこ

とや，減点することがあります。 

また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以

下の基準に当てはまらないこともあります。 

 

１（40点） 

 いずれも答に 

（１）ア：５点，イ：５点 ……………………10点 

（２）ウ：５点，エ：５点 ……………………10点 

（３）オ：５点，カ：５点 ……………………10点 

（４）キ：５点，ク：５点 ……………………10点 

 

２（40点） 

（１）（10点） 

 Ckを場合分けして処理して  …………… 各２点 

答に …………………………………………各２点 

（２）（15点） 

 定積分を用いた面積の立式に ……………各３点 

定積分の計算に  ………………………… 各１点 

 答に ……………………………………………３点 

（３）（15点） 

 S(k)の分子が6の倍数となることに ……… ２点 

 連続する整数の積に変形，説明して ………６点 

 k－1が6の倍数となることに ………………４点 

 答に ……………………………………………３点 

 

３（40点） 

（１）（10点） 

 P，Q，Rが中点であることに ……………各２点 

 答に ……………………………………………４点 

（２）（ⅰ）（15点） 

両辺の絶対値をとって２乗して ……………５点 

垂直の条件をベクトルで表現して …………２点 

外接円の半径の条件より ……………………２点 

kの２次方程式として処理して …………… ３点 

答に ……………………………………………３点 

（ⅱ）（15点） 

 OAを変形してOD：OA＝5：7に  ………４点 

 Tの式に  ………………………………………４点 

 Sの式に  ………………………………………３点 

 答に ……………………………………………４点 

 

４（40点） 

（１）（10点） 

答に ………………………………………… 10点 

（２）（15点） 

 ak＋bkが定数となることに …………………２点 

 
k=1

n

 xk＝
k=1

n

 k ……………………………………２点 

 
k=1

n

 xk
2＝

k=1

n

 k
2 ………………………………… ２点 

 与えられた式をnで表して …………………６点 

 答に ……………………………………………３点 

（３）（15点） 

 
k=1

n

 akxk＝
1

6
n(n+1)(n+2)＋

1

2
k=1

n

 (xk－bk)
2に ……４点 

 
k=1

n

 (xk－bk)
2≧0に …………………………… ２点 

 
k=1

n

 akxk≧
1

6
n(n+1)(n+2)に ………………………２点 

等号が成立するときに ………………………４点 

 答に ……………………………………………３点 

 

５（40点） 

（１）（10点） 

 Aと放物線上の点の距離の式に ……………２点 

 平方完成して …………………………………２点 

 最小となるときに  ………………………… ２点 

答に  ………………………………………… ４点 

（２）（ⅰ）（15点） 

 領域Dを図示して ………………………… ４点 

 
y

x－3
＝k とおいて，y＝k(x－3)が(3，0)を 

通る直線であることがわかって  ……… ２点 

 点(2，1)を通るときのkの値に  ……………２点 

 放物線Pと接するときのkの値に  …………４点 

答に ……………………………………………３点 

（ⅱ）（15点） 

 円Cの式に ……………………………………２点 

 aについて整理して  …………………………３点 

 aの２次方程式が 

0＜a＜2に異なる２解をもつ条件に … 各１点 

領域を図示して ………………………………６点 

 



 

    第５回 高２数学 
 

総 評 

 今回は以下の分野から出題した。 

「高次方程式」「三角関数」「場合の数・確率」 

「指数・対数関数」「微分積分」「ベクトル」 

「数列」「図形と方程式」 

レベルとしては，易しいものから難しいものまで，

幅広く出題した。標準レベルのものまでは全員に正

解してほしかったが，残念ながら出来がよくない問

題もあった。間違えた問題については，「解答」や「解

説」を参考にしっかり復習しておこう。 

また，答案の作り方についても意識しておくとよ

い。せっかくわかっていても，理解していることが

採点者に伝わらないと点数はもらえない。「解答」の

記述も参考に，どのように書けばよいか，どの程度

書けばよいかなどについて確認しておきたい。 

 

問題別講評 

１ 小問集合 

（１）アでは，解の公式より求めた αを 3乗する際

に計算ミスしたと思われる，虚数を答えたものが目

立った。次数下げの手法を確認しておこう。また，

イでも虚数を答えたものが散見された。整式の除法

についてよく復習しておこう。 

（２）ウは比較的できていたが，エは x の係数
 2 

 3 
を

無視した
 π 

 4 
という誤答が目立った。 

（３）オはまずまずの出来だったが，カでは様々な

誤答が見られた。2 人が隣り合う場合の数は，隣り

合う 2 人をひとまとめにして考えるのが定石。円順

列の個数の求め方と合わせて確認しておこう。 

（４）キはできていた。クについては想定よりもで

きていたが，5 という誤答が目立った。本問のよう

な問題では，桁数や最高位の数字を求めたい数を，

10の累乗を含む不等式で表すことがポイント。 

 

２ 微分積分 

 積分法を利用して面積を求める問題。 

（１）方針は立っているものがほとんどであった。

しかし，判別式の条件より tの 2 次不等式を得たあ

とのミスが目立った。 

（２）いわゆる「6 分の 1 公式」が利用できること

に気づいているものは多かった。しかし，その立式

の際にx
2の係数2を忘れたものが多かった。 

（３）できていなかった。まずは面積を求める図形

を正しく図示することを心がけよう。 

 

３ ベクトル 

三角形と円を題材にしたベクトルの問題。 

（１）できていた。 

（２）（ⅰ）点Dが直線AB上の点であることを，ベ

クトルを用いて表すところでつまずいているものが

目立った。ベクトルの垂直条件と合わせてしっかり

復習しておこう。 

（ⅱ）点Fが円Kの周上の点であるという条件をど

のように利用するかが難しかったようである。直径

に対する円周角が直角であることに着目した「解答」

のほか，半径に着目した「別解 C」のような解答も

可能である。本問ではどちらの方針でも計算量は大

差ないが，臨機応変に対応できるよう，様々な解法

を学び取ってほしい。 

 

４ 数列 

2つの数列に共通する項に関する問題。 

（１）できていた。 

（２）数列{bn}の項を書き出すことでbnを5や10で

割った余りの周期性に気づいたものは想定よりも多

かった。しかし，その周期性を示すところまででき

ていたものは少なかった。 

（３）（２）で余りの周期性に気づけたものについて

は，最後までできていたものが多かった。 

 

５ 図形と方程式 

 領域に関する最大・最小問題。 

（１）領域の境界線は正しく図示できているものが

多かった。しかし，その後，異なる部分を示してい

るものが目立った。 

（２）（３）あまりできていなかった。このタイプの

問題では，どんなときに最大値・最小値をとるか，

図をかいて把握することがポイントである。図をか

く中で方針が見えることも多いので，まったく手が

つかなかった人も「解答」の図を見ながらもう一度

考えてみよう。 



採点基準 

 以下に配点の目安を記しますので，参考にしてく

ださい。なお，下記は目安であり，立式や計算の過

程において，場合に応じて部分的に得点を与えるこ

とや，減点することがあります。 

また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以

下の基準に当てはまらないこともあります。 

 

１（40点） 

 いずれも答に 

（１）ア：4点，イ：6点  ························· 10点 

（２）ウ：4点，エ：6点  ························· 10点 

（３）オ：4点，カ：6点  ························· 10点 

（４）キ：4点，ク：6点  ························· 10点 

 

２（30点） 

（１）（8点） 

 直線 lの方程式を求めて  ·························· 3点 

答に  ······················································ 5点 

（２）（10点） 

 面積を tの式で表して  ······························ 6点 

 面積の最大値（答）に  ····························· 3点 

 そのときの tの値（答）に  ······················· 1点 

（３）（12点） 

 直線m，nの方程式を求めて ······················· 2点 

 面積を求める式に  ··································· 7点 

 答に  ······················································ 3点 

 

３（30点） 

（１）（8点） 

 a
→

・b
→

を求める式に  ··································· 4点 

 答に  ······················································ 4点 

（２）（ⅰ）（10点） 

 OD
→

を実数sとa
→

，b
→

を用いて表して  ············ 2点 

 sの値を求めて  ······································· 4点 

 答に  ·················································· 各2点 

（ⅱ）（12点） 

 OF
→

を実数 tとa
→

，b
→

を用いて表して  ············· 2点 

 tの値を求めて  ········································ 6点 

 答に  ······················································ 4点 

４（50点） 

（１）（10点） 

 答に  ················································· 各5点 

（２）（20点） 

 b1，b2，b3，b4を5で割った余りを 

それぞれ求めて  ··· 4点 

 数列{bn}の各項を5で割った余りが 

周期性をもつことを示して  ··· 8点 

 答に  ····················································· 8点 

（３）（20点） 

 数列{bn}の各項を5で割った余りが 

0以外のすべての値をとることに  ······ 10点 

 答に  ···················································· 10点 

 

５（50点） 

（１）（10点） 

 領域Dの境界となる図形を図示して  ········· 6点 

 答に  ····················································· 4点 

（２）（ⅰ）（15点） 

 aが最大値をとる状況を説明して  ············· 5点 

 aが最小値をとる状況を説明して  ············· 5点 

 答に  ····················································· 5点 

（ⅱ）（25点） 

 正しく場合分けができて  ························· 5点 

 k≧3のとき， 

bが最小値をとる状況を説明して  ···· 3点 

 k≧3のとき，bの最小値（答）を求めて  ··· 2点 

 1＜k＜3のとき， 

bが最小値をとる状況を説明して  ···· 3点 

 1＜k＜3のとき， 

bの最小値（答）を求めて  ···· 2点 

 －  3 ≦k≦1のとき， 

bの最小値（答）を求めて  ···· 5点 

 k＜－  3 のとき， 

bが最小値をとる状況を説明して  ···· 3点 

 k＜－  3 のとき， 

bの最小値（答）を求めて  ···· 2点 

 



国
　

　
語

総
　
評

　

模
試
の
復
習
を
す
る
と
き
に
は
、
時
間
を
気
に
せ
ず
に
丁
寧
に
解
答
を
作
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
。
古
文
・
漢
文
は
全
訳
や
書
き
下
し
を
自
分
で
作
り
、
内
容
を
確
認
し
た
う
え

で
、
再
度
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
よ
う
。

問
題
別
講
評
・
採
点
基
準

一　

評
論

㈠　

⒝
「
常
調
」「
情
長
」
な
ど
と
書
き
誤
る
も
の
、
⒞
「
隔
」
の
字
を
書
き
誤
る
も
の
が
散

見
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
基
本
的
な
語
な
の
で
、
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。

㈡　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ｂ
何
が
正
し
い
か
が　
ａ
統
計
の
取
り
や
す
い
事
象
の
数
値
だ
け
で　

ｂ
判
断
さ
れ
、

ｃ
数
値
に
な
り
得
な
い
異
例
の
も
の
や
数
値
を
度
外
視
で
き
る
瞬
間
の
な
か
の
、
ｄ
生
に

と
っ
て
重
要
な
も
の
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
12
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
３
点
・
ｃ
部
３
点
・
ｄ
部
３
点

　
〈
統
計
の
取
り
や
す
い
事
象
だ
け
を
選
択
対
象
と
し
て
は
な
ら
な
い
〉
と
い
う
要
素
を
中

心
に
ま
と
め
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
。
理
由
説
明
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、な
ぜ〈
統

計
の
取
り
や
す
い
事
象
の
数
値
〉
だ
け
を
対
象
に
し
て
は
な
ら
な
い
か
、
ｃ
部
・
ｄ
部
を
説

明
に
含
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
字
数
設
定
・
設
問
条
件
を
踏
ま
え
て
、
解
答
に
含
め
る

べ
き
要
素
を
整
理
し
よ
う
。

㈢　

誤
答
は
オ
が
目
立
っ
た
。
正
解
選
択
肢
と
比
較
す
る
と
、「
暴
力
に
匹
敵
す
る
知
」
と

い
う
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
し
切
れ
て
お
ら
ず
不
適
切
と
な
る
。

㈣　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
迷
惑
の
か
か
る
行
為
に
対
し　

ｂ
ど
こ
ま
で
個
人
の
自
由
が
許
さ
れ
る
か
、
ｃ
何
が
法

律
や
道
徳
で
規
制
さ
れ
て
よ
い
か
に
つ
い
て
の　

ｄ
各
人
の
理
性
的
な
判
断
に
よ
る
基
準
か

ら
、
ｅ
健
康
に
害
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の　

ｆ
医
師
の
裁
定
に
よ
る
基
準
へ
と
変
化

し
た
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
15
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
２
点
・
ｄ
部
３
点
・
ｅ
部
２
点
・
ｆ
部
３
点

〈
各
人
の
理
性
に
よ
る
判
断
→
医
師
に
よ
る
判
断
〉
と
い
う「
基
準
の
変
化
」
の
大
枠
は
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
が
、
各
要
素
を
す
べ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少

な
か
っ
た
。
傍
線
部
説
明
と
し
て
は
、「
正
義
の
基
準
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
何
に
対
し
ど

の
よ
う
な
判
断
を
す
る
際
の
基
準
で
あ
る
か
、
ａ
～
ｃ
部
の
要
素
も
漏
れ
な
く
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。

㈤　

誤
答
は
分
散
し
た
が
、
Ⅲ
・
Ⅳ
が
や
や
目
立
っ
た
。
直
前
・
直
後
の
内
容
と
の
結
び
つ

き
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

㈥　

誤
答
は
ウ
・
エ
が
目
立
っ
た
。「
適
切
で
な
い
も
の
」
を
選
ぶ
こ
と
を
踏
ま
え
、
選
択
肢

を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
本
文
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
し
よ
う
。

二　

小
説

㈠　

⒜
「
自
明
の
理
」
は
、
比
較
的
よ
く
で
き
て
い
た
。

⒝
誤
答
と
し
て
、
エ
「
自
身
の
し
た
悪
事
を
告
白
す
る
こ
と
」
を
選
ん
だ
人
が
い
た
。

「
釈
」
は
〈
解
き
明
か
す
〉
の
意
。
こ
こ
は
〈
亮
人
の
誤
解
を
解
き
ほ
ぐ
す
〉
と
い
う
趣
旨

の
選
択
肢
を
選
び
た
い
。

⒞
誤
答
は
、
ア
「
自
身
が
拠
点
を
置
く
場
所
」
が
多
か
っ
た
。
傍
線
部
に
こ
の
意
味
を
当

て
は
め
て
も
文
意
は
通
り
そ
う
だ
が
、「
端
緒
」
は
〈
物
事
の
起
こ
る
き
っ
か
け
・
手
が
か

り
・
糸
口
〉
の
意
。
語
句
自
体
の
意
味
と
文
脈
と
の
両
方
に
注
意
し
て
解
答
し
よ
う
。

㈡　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
石
帯
の
玉
を
盗
み
、
ｂ
得
た
銭
で
病
の
父
を
医
師
に
診
せ
る
た
め
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
６
点

※
ａ
部
２
点
・
ｂ
部
４
点

全
体
的
に
、
解
答
の
方
向
性
は
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、〈
石
帯
の
玉
を

盗
む
〉
と
い
う
直
接
の
目
的
と
、〈
そ
れ
に
よ
り
お
金
を
得
て
、
父
を
医
師
に
診
て
も
ら

第
一
回
　
高
ニ



う
〉
と
い
う
本
来
の
目
的
と
の
、
一
方
し
か
押
さ
え
て
い
な
い
答
案
も
多
か
っ
た
。

㈢　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
自
分
が
飲
ん
だ
毒
酒
は
、
ｂ
南
島
に
つ
い
て
何
一
つ
理
解
せ
ず
に　
ｃ
そ
れ
を
日
本
の

た
め
の
架
け
橋
に
し
よ
う
と
し
た　

⒜
自
身
の
愚
か
さ
に
対
す
る
報
い
で
あ
り
、
ｄ
娘
に
罪

は
な
い
と
考
え
た
か
ら
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
12
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
３
点
・
ｃ
部
３
点
・
ｄ
部
３
点

ｂ
の
要
素
を
押
さ
え
て
い
た
人
は
多
か
っ
た
。
ｃ
は
、
押
さ
え
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い

人
と
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
ａ
は
、
ま
と
め
方
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
中
途
半
端
な

押
さ
え
方
に
な
っ
て
い
る
人
が
目
に
つ
い
た
。
ｄ
を
押
さ
え
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
。

㈣　

よ
く
で
き
て
い
た
。
誤
答
は
イ
が
少
し
目
に
つ
い
た
。

㈤　
〔
採
点
基
準
〕

〝
あ
え
て
ａ
石
牌
で
は
な
く
数
年
で
朽
ち
る
木
牌
を
築
く
こ
と
で
、
ｂ
建
て
替
え
の
た
め
に

往
来
す
る
船
や
人
を
増
や
し
、
ｃ
南
海
の
島
々
を
長
年
か
け
て
富
ま
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う

こ
と
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
12
点

※
ａ
部
４
点
・
ｂ
部
４
点
・
ｃ
部
４
点

解
答
の
方
向
性
が
正
し
い
答
案
が
多
か
っ
た
一
方
で
、
空
欄
の
ま
ま
の
答
案
も
少
し
目
に

つ
い
た
。
よ
く
書
け
て
い
る
答
案
の
中
に
も
、
ｂ
〈
建
て
替
え
の
た
め
に
〉
と
い
う
目
的
の

説
明
や
、
ｃ
〈
長
い
時
間
を
か
け
て
（
富
ま
せ
る
）〉
と
い
う
要
素
を
欠
い
て
い
る
た
め
に
、

細
か
く
減
点
さ
れ
て
し
ま
う
答
案
が
多
か
っ
た
。

㈥　

ま
ず
ま
ず
の
出
来
。
ウ
・
エ
を
選
ん
で
い
た
人
の
割
合
は
、だ
い
た
い
同
じ
く
ら
い
だ
っ

た
。
誤
答
は
ア
・
イ
・
オ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
同
程
度
に
散
ら
ば
っ
た
。

三　

古
文

㈠　

①
「
た
ま
へ
／
ら
む
」
の
よ
う
に
単
語
に
分
け
て
、「
ら
む
」
を
「
現
在
推
量
の
助
動

詞
」
と
す
る
誤
答
が
多
か
っ
た
。

②
①
と
同
じ
く
、
正
し
く
単
語
に
分
け
ら
れ
な
い
答
案
が
目
に
つ
い
た
。
比
較
的
多
か
っ

た
の
は
、「
見
／
せ
／
ま
ほ
し
き
」
の
よ
う
に
単
語
に
分
け
て
、「
せ
」
を
使
役
の
助
動
詞
と

す
る
誤
答
で
あ
る
。「
解
説
」
を
読
ん
で
復
習
し
て
ほ
し
い
。

㈡　

⒳
誤
答
は
ア
・
イ
が
多
か
っ
た
。「
い
か
に
」
に
は
〈
ど
の
よ
う
に
〉
の
意
も
あ
る
が
、

ア
・
イ
と
も
、
そ
れ
に
続
く
解
釈
が
不
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
は
〈
ど
ん
な
に
か
（
美
し
い
だ

ろ
う
）〉〈
さ
ぞ
か
し
（
見
事
だ
ろ
う
）〉
の
意
で
、
程
度
を
強
調
し
て
い
る
。

⒴
誤
答
は
イ
・
ウ
・
エ
に
分
散
し
た
。

⒵
誤
答
は
ア
・
ウ
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
は
ふ
す
ま
障
子
の
穴
か
ら
浮
舟
の
姿
を
見
よ
う
と

し
、
そ
の
妨
げ
に
な
り
そ
う
な
几
帳
な
ど
の
位
置
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

㈢　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
浮
舟
が
尼
に
な
っ
た
の
で
、
⒞
こ
こ
に
は　

ｂ
あ
な
た
が　
ｃ
共
寝
を
す
る
相
手
も
い

な
い
と
い
う
こ
と
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
８
点

※
ａ
部
４
点
・
ｂ
部
１
点
・
ｃ
部
３
点

「
ど
う
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
な
の
で
、〈
木
枯
が
吹
い
た

山
の
ふ
も
と
に
は
…
…
〉
な
ど
の
直
訳
の
よ
う
な
解
答
で
は
得
点
で
き
な
い
。「
浮
舟
が
出

家
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
」
と
い
う
設
問
文
の
内
容
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
た
い
。

㈣　

⒜
誤
答
は
ウ
が
目
立
っ
た
。「
た
て
ま
つ
り
」
は
謙
譲
語
で
、
動
作
を
受
け
る
人
を
敬

う
か
ら
、ウ
で
は
中
将
自
身
が
「
心
か
け
た
は
ま
ん
男
（
＝
中
将
）」
に
「
見
」
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。

⒝
㈣
の
中
で
は
、
比
較
的
正
答
率
が
高
か
っ
た
。

⒞
誤
答
は
ウ
が
目
立
っ
た
。
⒜
と
同
じ
く
、「
き
こ
え
」
は
謙
譲
語
だ
か
ら
、「
教
へ
（
教

ふ
）」
と
い
う
動
作
を
受
け
る
人
に
対
す
る
敬
意
に
な
る
。

⒟
㈣
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
正
答
率
が
低
か
っ
た
。

㈤　

ⅰ　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
出
家
前
の
普
通
の
姿
の
時
は　

ｂ
気
兼
ね
な
さ
る
こ
と
も　

ｃ
あ
っ
た
だ
ろ
う

ｄ
が
〟
を
押
さ
え
て

―
―
７
点

※
ａ
部
３
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
１
点
・
ｄ
部
１
点



ⅱ　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
き
っ
と　

ｂ
気
安
く　
ｃ
お
話
し
申
し
上
げ
る
こ
と
が　

ｄ
で
き
そ
う　
ｅ
で
す
〟
を

押
さ
え
て

―
―
７
点

※
ａ
部
１
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
２
点
・
ｄ
部
１
点
・
ｅ
部
１
点

ⅰ
・
ⅱ
と
も
、
空
欄
の
ま
ま
の
答
案
が
散
見
さ
れ
た
。
状
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
で

も
、
傍
線
部
の
単
語
を
丁
寧
に
現
代
語
に
置
き
換
え
て
い
け
ば
、
何
点
か
部
分
点
を
も
ら
え

る
こ
と
も
あ
る
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
解
答
し
て
ほ
し
い
。

㈥　

誤
答
は
ウ
・
オ
が
多
か
っ
た
。「
解
説
」
に
書
い
た
と
お
り
、
少
将
の
尼
は
目
の
前
に
い

る
（
出
家
後
の
）
浮
舟
の
美
し
さ
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
将
は
、
出
家
し
た

浮
舟
と
話
を
し
た
い
と
、
少
将
の
尼
に
提
案
し
て
い
る
。

四　

漢
文

㈠　

⑴
の
「
か
つ
て
」
は
よ
く
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
⑵
「
お
よ
そ
」
は
「
ぼ
ん
」
と
す

る
誤
答
が
多
い
。
苦
し
紛
れ
に
書
い
た
だ
け
だ
と
は
思
う
が
、
日
本
語
と
し
て
も
う
少
し
そ

れ
ら
し
い
読
み
方
を
思
い
つ
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
⑶
「
こ
こ
を
も
っ
て
」
は
、
予
想
通

り
「
こ
れ
を
も
っ
て
」
と
読
ん
だ
誤
答
が
多
い
。

㈡　

⒜
イ
「
結
実
」
と
し
た
誤
答
が
多
い
が
、「
蕃
」
に
も
「
衍
」
に
も
〈
実
を
結
ぶ
〉
と

い
う
意
味
は
な
い
。
⒝
は
オ
「
利
用
し
て
い
る
」
と
し
た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
を
機
会
に

「
重
宝
（
す
る
）」
と
い
う
言
葉
を
自
分
の
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
⒞
も
予
想
通
り
ウ
「
困
る

こ
と
な
く
」
と
し
た
誤
答
が
多
い
が
、「
窮
」
に
〈
困
る
〉
の
意
味
は
な
い
。

㈢　

正
解
の
「
歳
不
登
」
が
一
番
多
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
も
「
雖
歳
不
・
死
刑
者
・

終
天
年
・
少
五
穀
・
海
産
木
・
不
能
免
・
于
薩
摩
・
試
種
之
・
薬
苑
中
・
蕃
薯
考
」
な
ど
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
誤
答
が
あ
っ
た
。

㈣　

ⅰ
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
未
だ
ｂ
数
年
な
ら
⒜
ず
し
て
ｃ
処
と
し
て
ｄ
種
ゑ
ｅ
ざ
る
は
無
し
〟
を
押
さ
え
て―

―
５
点

※
ａ
～
ｅ
部
各
１
点

ま
ず
、
返
り
点
の
順
序
に
従
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
も
立

て
な
い
。
そ
こ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
上
で
、「
未
だ
…
…
ず
」
の
よ
う
な
代
表
的
な
句
形
を
一

通
り
押
さ
え
れ
ば
、
一
応
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
験
す
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
は
立
つ
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
上
位
校
を
目
指
す
な
ら
ば
「
処
と
し
て
」
と
い
っ
た
慣
用
表
現
や
「
ざ

る
は
無
し
」
と
い
う
二
重
否
定
を
自
分
の
も
の
に
す
る
。
さ
ら
に
多
く
の
ラ
イ
バ
ル
に
差
を

つ
け
る
た
め
に
は
、「
種
う
」
が
ワ
行
下
二
段
活
用
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
「
種
ゑ
」

と
書
き
下
す
。
な
お
、
書
き
下
し
文
で
は
、「
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
」
と
い
っ
た
指
示
が
な

い
限
り
、
助
動
詞
や
助
詞
と
い
っ
た
付
属
語
以
外
の
自
立
語
は
漢
字
の
ま
ま
残
す
こ
と
。

　

ⅱ
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
ま
だ
数
年
も
経
た
な
い
の
に
、
ｂ
ど
ん
な
場
所
で
も
ｃ
さ
つ
ま
い
も
を
ｄ
植
え
⒝
な
い

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
〟
を
押
さ
え
て

―
―
５
点

※
ａ
部
１
点
・
ｂ
部
２
点
・
ｃ
部
１
点
・
ｄ
部
１
点

書
き
下
し
は
文
語
に
よ
る
日
本
語
訳
な
の
で
、
ⅰ
が
で
き
た
人
は
ⅱ
も
で
き
て
い
る
。
ま

ず
は
書
き
下
し
文
の
音
読
を
繰
り
返
し
、
漢
文
の
言
い
回
し
に
慣
れ
て
し
ま
い
た
い
。

㈤　

ア
は
多
く
の
人
が
押
さ
え
ら
れ
た
が
、ウ
の
代
わ
り
に
オ
を
選
ん
だ
人
が
多
い
。「
如し

く

は
莫な

し
」
は
確
か
に
〈
一
番
だ
〉
と
い
う
意
味
だ
が
、
そ
の
上
に
あ
る
「
百
穀
之
外
〈
＝
多

く
の
穀
物
以
外
で
は
〉」
と
い
う
条
件
が
重
要
。
あ
く
ま
で
も
穀
物（
特
に
米
）
が
優
位
な
の

で
あ
る
。
も
し
さ
つ
ま
い
も
が
「
他
の
ど
ん
な
穀
物
よ
り
も
優
れ
」
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
中
の
主
食
は
さ
つ
ま
い
も
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。

㈥　
〔
採
点
基
準
〕

〝
ａ
甘
藷
の
栽
培
法
を
記
述
し
た
ｂ
青
木
の
ｃ
『
蕃
薯
考
』
を
出
版
し
、
ｄ
種
子
と
と
も
に

ｅ
諸
国
諸
島
に
⒟
配
布
し
た
。〟
を
押
さ
え
て

―
―
８
点

※
ａ
部
２
点
・
ｂ
部
１
点
・
ｃ
部
２
点
・
ｄ
部
２
点
・
ｅ
部
１
点

ま
ず
は
、
本
文
に
三
回
出
て
く
る
「
官
」
が
設
問
に
あ
る
「
政
府
（
幕
府
）」
の
意
味
で

あ
る
こ
と
を
見
抜
く
。
そ
し
て
、
三
番
目
の
「
官
」
が
主
語
だ
と
気
づ
け
ば
、
こ
の
一
文
が

「
時
の
政
府
（
幕
府
）
が
取
っ
た
施
策
」
を
述
べ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。



 

第
二
回 

高
二
国
語 

  

総 

評 

 

時
間
制
限
の
厳
し
さ
も
あ
っ
て
か
、
白
答
も
目
立
っ
た
。

ま
ず
は
文
法
事
項
・
重
要
単
語
と
い
っ
た
基
本
知
識
を
確
認

し
、
少
し
で
も
解
答
欄
を
埋
め
る
こ
と
を
心
が
け
よ
う
。
復

習
す
る
際
に
は
、
時
間
を
気
に
せ
ず
に
丁
寧
に
解
答
を
作
っ

て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
。
古
文
・
漢
文
は
全
訳
や
書
き
下
し

を
自
分
で
作
り
、
話
の
展
開
を
押
さ
え
て
か
ら
、
再
度
問
題

に
取
り
組
む
と
よ
い
。 

 

問
題
別
講
評
・
採
点
基
準 

一 

評
論 

(一) 

熟
語
は
、
一
字
で
も
誤
り
を
含
ん
で
い
た
ら
不
可
。 

 

(d)
「
一
環
」
を
同
音
異
義
語
の
「
一
貫
」
と
す
る
も
の
、

「
一
還
」「
一
慣
」
な
ど
と
誤
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
ま
ず
文

脈
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の
語
が
入
る
の
か
を
確
認

す
る
こ
と
。 

 

(二) 

⒳
〈
正
確
か
つ
適
切
に
表
現
し
て
い
る
〉
と
い
う
語
義

を
踏
ま
え
た
解
答
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ア

ン
ス
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
三
字
と
い
う
短
い
字
数
で
端
的

に
ま
と
め
る
の
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
機
会

に
辞
書
で
の
意
味
も
確
認
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

 

⒴ 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
人
の 

ｂ
不
注
意
や
怠
慢
か
ら
生
じ
る 

ａ
災
害
〟
と

押
さ
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
５
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
部
２
点
。 

 

〈
人
が
引
き
起
こ
す
災
害
〉
と
い
う
ａ
部
は
お
お
む
ね
押

さ
え
ら
れ
て
い
た
。
字
数
制
限
を
踏
ま
え
、〈
過
失
や
無
策
に

よ
っ
て
生
じ
る
〉
と
い
う
ｂ
部
の
要
素
も
含
め
る
こ
と
。 

 

(三) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
普
遍
的
原
理
で
す
べ
て
対
応
で
き
る
と
は
限
ら
ず 

ｂ

予
測
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
の
生
じ
る
可
能
性
が 

ｃ
大
も
と

に
あ
る
〟
点
を
押
さ
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
10
点 

＊
ａ
部
４
点
、
ｂ
部
４
点
、
ｃ
部
２
点
。 

 

〈
普
遍
的
な
原
理
で
対
応
し
き
れ
な
い
〉
と
い
う
ａ
部
の

要
素
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
「
根
源
的
な
不
確
実
性
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
傍
線
部
直
前
の
「
一
○
○
パ
ー

セ
ン
ト
の
安
全
も
そ
も
そ
も
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
表
現
を

そ
の
ま
ま
使
う
答
案
も
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
不
確
実
性
」
を
〈
予
測
で
き
な

い
ト
ラ
ブ
ル
の
生
じ
る
可
能
性
〉、「
根
源
的
」
を
〈
大
も
と

に
あ
る
〉
な
ど
と
言
い
換
え
て
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 

(四) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
時
に
自
動
的
に
そ
れ
を
最
大
限
に
回

避
す
る
シ
ス
テ
ム
の
フ
ェ
イ
ル
・
セ
イ
フ
は
、
ｂ
無
限
に
作

れ
な
い
が
ゆ
え
に
割
り
切
っ
て
作
る
し
か
な
い
の
に
、
そ
の

割
り
切
り
方
が
難
し
く
、
ｃ
し
か
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
働

い
た
と
き
、
そ
れ
が
機
械
の
誤
作
動
か
否
か
の
判
断
も
難
し

い
場
合
が
あ
る
た
め
〟
と
押
さ
え
て 

 
 
 
 

―
―
16
点 

＊
ａ
部
６
点
、
ｂ
部
６
点
、
ｃ
部
４
点
。 

 

〈
フ
ェ
イ
ル
・
セ
イ
フ
は
ど
こ
か
で
割
り
切
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
〉
と
い
う
要
素
は
お
お
む
ね
押

さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
完
全
な
も
の
と
は
言
え
な
い
」
理
由

を
説
明
す
る
た
め
に
は
、〈
そ
の
割
り
切
り
方
が
難
し
い
〉
点

を
明
示
し
、
さ
ら
に
文
中
で
説
明
さ
れ
て
い
る
〈
誤
作
動
か

否
か
の
判
断
が
難
し
い
〉点
ま
で
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

字
数
制
限
が
百
二
十
字
と
多
め
な
の
で
、
自
分
の
解
答
は
必

要
な
要
素
を
網
羅
で
き
て
い
る
か
、
因
果
関
係
を
正
し
く
説

明
で
き
て
い
る
か
に
注
意
し
て
復
習
す
る
と
よ
い
。 

 

(五) 

白
答
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
お
お
む
ね
よ
く
で
き
て
い

た
。
解
説
で
示
し
た
よ
う
に
、
各
段
落
の
論
理
展
開
を
丁
寧

に
押
さ
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。 

 

(六) 

誤
答
は
（イ）
・
（オ）
が
目
立
っ
た
。
選
択
肢
は
い
ず
れ
も

も
っ
と
も
ら
し
く
見
え
る
が
、
筆
者
の
「
二
〇
世
紀
型
科
学

技
術
」
に
対
す
る
問
題
意
識
を
押
さ
え
、
選
択
肢
一
つ
一
つ

を
丁
寧
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。 

 

二 

小
説 

(一) 

⒜
～
⒞
と
も
よ
く
で
き
て
い
た
。
語
句
の
問
題
や
漢
字

の
問
題
は
確
実
に
得
点
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。 

 

(二) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
激
痛
に
耐
え
る
美
雪
を
見
守
る
と
い
う
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
て
気
が
緩
ん
だ
遠
井
に 

ｂ
不
意
に
安
楽
死
の
是
非
と

い
う
深
刻
な
問
い
を
投
げ
か
け 

ｃ
衝
撃
を
与
え
る
〟
点
を

押
さ
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
―
11
点 

*

ａ
部
４
点
、
ｂ
部
４
点
、
ｃ
部
３
点
。 

 

「
横
蹴
り
」
な
の
で
、
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
衝
撃
と
い



 

う
こ
と
に
な
る
が
、「
遠
井
が
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
安
楽
死

と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
、
遠
井
の
不
意
を
つ
い
て
驚
か
せ

る
と
い
う
行
動
」
は
説
明
と
し
て
物
足
り
な
い
。
緊
張
か
ら

解
放
さ
れ
て
「
ほ
っ
と
し
た
瞬
間
」
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
予

期
し
な
い
問
い
な
の
で
、
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
ｃ
部
は
「
困
ら
せ
る
」「
困
惑
さ
せ
る
」
程
度

で
は
弱
い
。「
く
ら
わ
す
」
に
は
、〈
相
手
の
欲
し
な
い
も
の

を
与
え
る
〉
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
横
蹴
り
を
く
ら
わ
す
」

と
い
う
表
現
か
ら
、
遠
井
の
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
を

説
明
し
て
ほ
し
い
。 

 

(三) 

誤
答
は
（ウ）
が
目
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
選
択
肢
の
問

題
を
吟
味
す
る
際
に
は
、
問
題
文
と
選
択
肢
と
を
一
つ
一
つ

照
ら
し
合
わ
せ
て
丁
寧
に
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。「
治

療
に
は
さ
ら
な
る
苦
痛
を
伴
い
、
必
ず
し
も
助
か
る
保
障
も

な
い
た
め
」
は
問
題
文
か
ら
読
み
取
れ
な
い
内
容
で
あ
る
。 

 

(四) 

誤
答
は
（エ）
が
目
立
っ
た
。
こ
の
選
択
肢
で
も
、「
せ
め

て
美
雪
の
前
で
は
明
る
く
あ
ろ
う
と
決
意
し
て
い
る
」
は
問

題
文
の
こ
の
場
面
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。 

 

(五) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
そ
れ
ま
で
は
自
分
の
身
に
実
際
に
起
こ
る
と
は
思
え
ず
、

あ
く
ま
で
も
想
像
上
の
も
の
で
あ
っ
た
死
が 

ｂ
自
分
に
も

十
分
に
起
こ
り
得
る
切
実
な
問
題
と
な
っ
た
〟
点
を
押
さ
え

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
11
点 

＊
ａ
部
７
点
、
ｂ
部
４
点
。 

「
死
と
い
う
も
の
が
遠
井
に
と
っ
て
は
概
念
に
す
ぎ
な

か
っ
た
が
、
瀕
死
の
美
雪
と
接
し
た
こ
と
で
、
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
こ
と
」
と
い
っ
た
答
案
で
は
、「
観
念
の
世
界
」
か

ら
「
波
打
ち
際
に
流
れ
着
い
た
」
と
い
う
変
化
に
つ
い
て
は

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
彼
」
の
「
波
打
ち
際
」
と
あ

る
か
ら
、
問
題
文
の
89
・
90
行
目
「
そ
し
て
自
分
の
死
を

思
っ
た
。
怖
か
っ
た
。
怖
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
」
や
101
行
目

「
遠
井
は
遠
井
の
死
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
記
述
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
が
遠
井
自
身
の
問
題
で

あ
る
点
を
明
確
に
示
し
た
い
。 

 

(六) 

誤
答
は
（イ）

（エ）

（オ）
に
分
散
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢

の
場
面
と
説
明
が
問
題
文
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
ど
う
か
を

慎
重
に
検
討
し
よ
う
。
言
い
過
ぎ
の
も
の
や
明
確
な
根
拠
の

な
い
も
の
を
確
実
に
除
い
て
い
く
こ
と
。  

 

三 

古
文 

(一) 

⒴
の
意
味
を
「
使
役
」
と
と
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ

こ
は
「
き
こ
え
」
が
女
御
へ
の
敬
意
、「
さ
せ
給
ふ
」
が
「
帝

を
は
じ
め
」
と
し
た
人
々
へ
の
敬
意
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い

る
。
⒵
の
意
味
の
誤
答
は
さ
ま
ざ
ま
に
見
ら
れ
た
が
、
連
体

形
が
「
る
る
」
と
な
る
の
は
、
受
身
・
可
能
・
自
発
・
尊
敬

の
「
る
」
し
か
な
い
の
で
、
こ
こ
か
ら
解
答
の
候
補
を
絞
れ

る
は
ず
だ
。 

 

(二) 

⒜
「
お
ぼ
え
」
に
は
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
る
が
、「
御

お
ぼ
え
」
と
な
っ
て
い
た
ら
、〈
寵
愛
を
受
け
る
こ
と
〉
の
意

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
⒝
は
「
わ
た
る
」
の
意
味
を
表
せ
て

い
な
い
も
の
が
目
立
っ
た
。
⒞
は
「
聞
こ
ゆ
る
」
を
「
言
わ

れ
て
い
る
」
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。 

 

(三) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
承
香
殿
の
女
御
に 

ｂ
見
た
い
漢
籍
を
貸
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
を 

ｃ
申
し
上
げ
て 

ｄ
く
れ
な
い
か
〟
と
訳

し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
８
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
部
３
点
、
ｃ
部
２
点
、
ｄ
部
１
点
。 

 

「
誰
に
ど
う
い
う
こ
と
を
」
と
い
う
点
を
補
っ
て
の
口
語

訳
だ
が
、
補
う
内
容
に
気
を
と
ら
れ
た
せ
い
か
、
説
明
問
題

の
よ
う
に
「
…
…
と
い
う
こ
と
。」
と
文
末
を
結
ん
だ
り
、「
…

…
と
い
う
こ
と
が
聞
こ
え
て
い
る
か
」の
よ
う
に「
聞
こ
ゆ
」

が
正
し
く
訳
せ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
冒
頭
か
ら
、「
承
香

殿
の
女
御
」「
故
式
部
卿
宮
」「
大
将
」
な
ど
の
人
物
名
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
新
た
に
「
蔵
人
の
弁
な
に
が

し
」「
宰
相
の
君
」
ま
で
が
登
場
し
て
、
完
全
に
混
乱
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。こ
の
よ
う
に
登
場
人
物
の
多
い
文
章
で
は
、

リ
ー
ド
文
や
注
の
記
述
も
見
落
と
さ
ず
に
読
み
進
め
よ
う
。 

 

(四) 

⑵
（ア）
の
誤
答
が
や
や
目
立
っ
た
。
⑶
（イ）
を
選
ん
だ
人

は
「
み
づ
か
ら
」
に
「
御
」
が
付
い
て
い
る
こ
と
を
見
落
と

し
た
よ
う
だ
。
古
文
で
は
こ
の
よ
う
に
敬
語
の
使
い
方
が
大

き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
注
意
し
よ
う
。 

 

(五) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
承
香
殿
の
女
御
が
父
か
ら
伝
え
ら
れ
た
漢
籍
を
持
っ
て

い
た
の
で 

ｂ
大
将
に
自
分
の
恋
し
い
思
い
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
た
〟
点
を
押
さ
え
て 

 
 
 
 
 
 

―
―
８
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
４
点
。 

こ
の
設
問
は
白
答
が
目
立
っ
た
。
解
答
が
書
い
て
あ
っ
て

も
、「
実
際
の
事
実
」
を
正
し
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は

少
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
書
き
つ
く
る
昔
の
跡
」
を
〝
昔



 

書
い
た
手
紙
〟
と
解
釈
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。「
跡
」に
は〈
筆

跡
〉
の
意
味
が
確
か
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
女
御
と
大
将
の
仲

を
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
女
御
が
相
続
し
た
父

の
漢
籍
で
あ
る
。
ま
た
、「
や
は
」
の
反
語
表
現
を
見
落
と
し

て
、「
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
解
釈
し
た
も
の

も
目
立
っ
た
。
女
性
か
ら
男
性
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
い
う

の
が
、
通
常
の
古
文
で
は
考
え
に
く
い
状
況
な
の
で
、
こ
の

歌
を
大
将
か
ら
女
御
に
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
人
も
い
た

よ
う
だ
。 

 

(六) 

誤
答
は
（エ）
が
目
立
っ
た
。「
身
に
添
は
ぬ
心
」
と
は
承

香
殿
の
女
御
の
詠
ん
だ
歌
に
あ
る
「
心
は
身
に
も
添
は
ず
な

り
ゆ
く
」を
受
け
た
表
現
で
あ
る
。和
歌
で
の
や
り
取
り
は
、

こ
の
よ
う
に
相
手
が
詠
ん
だ
歌
に
あ
る
表
現
を
受
け
て
返
歌

を
す
る
こ
と
が
多
い
。
問
題
文
に
和
歌
が
何
首
か
出
て
き
た

ら
、
設
問
に
な
っ
て
い
る
和
歌
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
後
に

あ
る
和
歌
に
も
目
配
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。 

 

㈦ 

誤
答
は
各
選
択
肢
に
分
散
し
た
が
、
（ウ）
が
や
や
多
い
。

問
題
文
合
致
の
設
問
で
は
、
表
現
の
細
か
い
点
ま
で
注
意
し

て
読
み
、
選
択
肢
の
細
部
に
キ
ズ
が
な
い
か
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
吟
味
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

四 

漢
文 

(一) 

⒜
「
以
為
」
を
「
も
っ
て
な
す
」
と
読
ん
で
い
る
も
の

が
目
立
っ
た
。
直
後
に
「
苦
痛
な
り
」
と
い
う
引
用
が
来
て

お
り
、
返
り
点
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
。「
為
」
と
い

う
字
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

(二) 

「
無
常
生
死
」「
其
」「
禿
」
と
い
っ
た
誤
答
が
見
ら
れ

た
。「
無
常
生
死
」
の
悩
み
を
相
談
し
て
い
る
患
者
に
対
す
る

返
答
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
こ
と
。 

 

(三) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
蚊
や
虻
に 

ｂ
食
わ
れ
る
の
で
あ
る
〟
と
訳
し
て 

―
―
４
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
２
点
。 

お
お
む
ね
意
味
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
。
受
身
で
訳
出
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
基
本
句
形

を
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

(四) 

誤
答
は
（エ）
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
で
は
〈
自
分
の
悩
み

を
真
っ
先
に
治
し
て
か
ら
自
分
の
悩
み
を
取
り
除
く
〉
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
意
味
が
通
ら
な
い
。
文
脈
を
正
確
に
押
さ

え
よ
う
。 

 

(五) 
〔
採
点
基
準
〕 

（ⅰ） 〝
ａ
我
も
亦
た
、
ｂ
応
に
、
ｃ
先
づ
自
ら
得
て 

ｄ
汝
を
し

て
又
得
し
む 

ｅ
べ
し
と
〟
と
書
き
下
し
て 

 

―
―
５
点 

＊
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
部
各
１
点
。 

 

特
に
ｄ
の
部
分
の
処
理
が
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。「
し
む
」

を
「
令
む
」
な
ど
漢
字
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
人
は
、
し

っ
か
り
復
習
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

 

（ⅱ） 〝
ａ
私
も
ま
た
、
ｂ
き
っ
と 

ｃ
ま
ず
第
一
に
自
分
で
長
生

不
死
の
方
法
を
得
て
、
ｄ
さ
ら
に 

ｅ
あ
な
た
に
そ
の
方
法

を
得
さ
せ
る
に 

ｂ
違
い
な
い
〟
と
訳
し
て 

 

―
―
６
点 

＊
ａ
ｂ
ｄ
ｅ
部
各
１
点
、
ｃ
部
２
点
。 

 

〈
自
分
が
得
て
か
ら
あ
な
た
に
得
さ
せ
る
だ
ろ
う
〉
と
い

う
大
意
は
お
お
む
ね
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
言
葉
を
補
っ

て
口
語
訳
せ
よ
」
と
あ
る
の
で
、
何
を
得
さ
せ
る
の
か
を
明

確
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
段
落
と
第
二
段
落
で

〈
禿
の
治
療
法
〉
か
ら
〈
不
老
不
死
を
求
め
る
こ
と
〉
に
話

題
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
て
い
な
い
答
案
が
見

受
け
ら
れ
た
。
全
訳
を
参
考
に
復
習
し
て
お
く
こ
と
。 

 

（六） 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
不
老
不
死
を
得
る
方
法
は
、
ｂ
い
く
ら
そ
れ
を
求
め
て

も
得
ら
れ
な
い
も
の
で
、
た
だ
自
分
が
疲
労
を
覚
え
る
だ
け

と
い
う
点
で
、
ｃ
禿
の
治
療
法
と
同
じ
だ
か
ら
〟
と
押
さ
え

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
９
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
部
５
点
、
ｃ
部
２
点
。 

 

白
答
の
答
案
も
目
立
っ
た
が
、
復
習
の
際
は
ぜ
ひ
自
力
で

解
答
を
作
成
し
て
み
て
ほ
し
い
。ま
ず
傍
線
部
を
口
語
訳
し
、

設
問
で
問
わ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
必
要
が
あ
る
。〈
禿

の
治
療
法
が
存
在
し
な
い
〉
と
い
う
要
素
を
ふ
く
ら
ま
せ
よ

う
と
し
て
い
る
答
案
が
目
立
っ
た
が
、
全
体
の
ま
と
め
に
当

た
る
設
問
な
の
で
、〈
不
老
不
死
を
求
め
る
こ
と
の
不
毛
さ
〉

と
い
う
第
二
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
こ
と
。 



  1/3 

第
三
回 

高
二
国
語 

  

総 

評 

時
間
制
限
が
厳
し
か
っ
た
た
め
か
、
特
に
古
文
・
漢
文
の

記
述
問
題
で
の
白
答
も
目
立
っ
た
。
ま
ず
は
文
法
事
項
・
重

要
単
語
と
い
っ
た
基
本
知
識
を
確
認
し
、
少
し
で
も
解
答
欄

を
埋
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
。
復
習
す
る
際
に
は
、
時
間

を
気
に
せ
ず
に
丁
寧
に
解
答
を
作
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
。

古
文
・
漢
文
は
全
訳
や
書
き
下
し
を
自
分
で
作
り
、
内
容
を

理
解
し
た
う
え
で
、
再
度
問
題
に
取
り
組
む
と
よ
い
。 

 

問
題
別
講
評
・
採
点
基
準 

一 

評
論 

一 

熟
語
は
、
一
字
で
も
誤
り
を
含
ん
で
い
た
ら
不
可
。 

ａ
「
糾
弾
」
を
「
叫
弾
」、
ｂ
「
堕
落
」
を
「
惰
落
」
と
誤

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
つ
く
り
が
似
て
い
る
字
を
混
同

し
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

二 

誤
答
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
に
分
散
し
た
。
傍
線
部
周

辺
の
文
脈
だ
け
見
て
い
る
と
い
ず
れ
も
も
っ
と
も
ら
し
く
見

え
る
が
、「
象
牙
の
塔
」「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
そ
れ
ぞ
れ
の
語

義
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
検
討
し
よ
う
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
被
抑
圧
者
集
団
と
い
え
ど
も 

ｂ
そ
の
内
に
存
在
す
る 

ｃ
批
判
さ
れ
る
べ
き
問
題
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
10
点 

＊
ａ
部
４
点
、
ｂ
ｃ
部
各
３
点
。 

 

〈
被
抑
圧
者
集
団
に
ど
の
よ
う
に
反
省
を
促
す
か
と
い
う

問
題
〉〈
同
じ
命
題
で
も
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
言
う
か
に
よ
っ

て
意
味
が
異
な
る
問
題
〉
と
い
う
方
向
で
ま
と
め
て
い
る
答

案
が
目
立
っ
た
。
解
説
で
示
し
た
と
お
り
、
傍
線
部
で
い
う

「
こ
う
し
た
問
題
」
と
は
、
問
題
文
１
行
目
の
「
命
題
」
を

指
す
。
こ
の
前
提
を
受
け
て
、
抑
圧
者
集
団
・
第
三
者
集
団

の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
、
と
問
題
提
起

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
流
れ
を
と
ら
え
て
ほ
し
い
。 

 

四 

誤
答
で
目
立
っ
た
の
は
「
両
成
敗
」。
こ
れ
は
第
三
者
が

「『
高
み
の
見
物
』
的
立
場
」
か
ら
唱
え
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
空
欄
直
後
の
「
高
み
の
見
物
」
に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
は
、

抑
圧
者
側
の
問
題
あ
る
態
度
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
居

直
り
」
が
最
適
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
抑
圧
者
集
団
の
側
が
被
抑
圧
者
集
団
の
側
の
非
を
語
る

時
に
は 
ｂ
両
者
の
所
属
の
相
違
と
い
う
客
観
的
構
造
を
踏

ま
え
、
ｃ
友
好
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
上
で
、
ｄ
常
に
誤
解

の
怖
れ
を
持
ち
つ
つ 

ｅ
相
手
の
言
い
分
に
耳
を
傾
け
て
、

ｆ
表
現
の
仕
方
に
も
気
を
配
り
、
ｇ
自
分
な
り
の
理
解
に
基

づ
く
問
い
を
投
げ
か
け
て 

ｈ
対
話
を
行
う
〟
と
い
う
点
を

押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
16
点 

＊
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
部
各
２
点
。 

 

し
っ
か
り
取
り
組
め
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
。〈
被
抑
圧

者
集
団
を
批
判
す
る
と
き
は
、友
好
の
姿
勢
を
明
確
に
し
て
、

誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
〉
と
い
う
枠
組
み
に
沿
っ
て
ま

と
め
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
が
、〈
自
分
が
相
手
を
誤
解
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
懸
念
〉〈
相
手
の
言
い
分
に
も

耳
を
傾
け
る
〉
と
い
っ
た
〈
対
話
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
〉
も

押
さ
え
て
ほ
し
い
。
制
限
字
数
が
多
い
た
め
、
す
べ
て
の
要

素
を
網
羅
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
し

っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

六 

誤
答
で
目
立
っ
た
の
は
オ
。
誤
答
理
由
は
解
説
で
示
し

た
と
お
り
だ
が
、
第
三
者
集
団
の
と
る
べ
き
立
場
に
限
定
し

て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
点
か
ら
も
、
問
題
文
全
体
の

趣
旨
か
ら
は
ず
れ
る
と
い
え
る
。
問
題
文
冒
頭
の
「
命
題
」

に
つ
い
て
、
抑
圧
者
集
団
・
第
三
者
集
団
側
の
人
々
が
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
、
と
い
う
筆
者
の
問
題
意
識
を
と
ら
え
よ

う
。 

 

二 

小
説 

一 

ａ
ｂ
ｃ
と
も
だ
い
た
い
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、
ｂ
で

ウ
、
ｃ
で
ア
の
誤
答
が
見
受
け
ら
れ
た
。
ｂ
は
誤
り
や
す
い

と
こ
ろ
だ
が
、「
損
じ
な
い
」
の
語
義
に
忠
実
な
も
の
を
選
ぼ

う
。
ｃ
「
つ
く
ね
ん
と
」
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
人
は
こ

の
機
会
に
覚
え
よ
う
。 

 

二 

誤
答
は
分
散
し
て
い
た
が
、
お
お
む
ね
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
。
人
物
像
を
と
ら
え
る
設
問
で
は
、
自
分
の
思
い
込
み

や
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
文
中
に
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
判
断
し
よ
う
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
釣
り
船
の
船
頭
と
し
て
、
新
た
な
土
地
で
生
活
を
始
め

る
前
に
、ｂ
横
浜
で
今
ま
で
世
話
に
な
っ
た
人
々
の
た
め
に
、
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自
分
に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
や
り
終
え
て
か
ら
こ
の
地
を

去
り
た
い
と
い
う
思
い
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
12
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
６
点
。 

「
海
」
は
こ
れ
か
ら
の
船
頭
と
し
て
の
生
活
、「
陸
」
は
今

ま
で
の
横
浜
で
の
生
活
、
と
い
う
大
枠
は
押
さ
え
ら
れ
て
い

た
。
た
だ
「
陸
」
で
の
生
活
に
つ
い
て
、「
吉
居
の
親
戚
に
こ

き
使
わ
れ
て
い
た
」「
雑
用
ば
か
り
の
生
活
も
離
れ
れ
ば
懐
か

し
く
な
る
」
な
ど
否
定
的
な
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
も
の
が

あ
っ
た
。
確
か
に
六
さ
ん
は
吉
居
の
親
戚
か
ら
重
宝
に
使
わ

れ
て
い
た
が
、「
目
に
つ
く
限
り
…
…
駆
け
ま
わ
っ
た
」「
自

分
が
い
な
く
な
っ
て
も
当
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
記
述
か
ら

は
、
吉
居
の
人
々
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
、
六
さ
ん
の
好
意
的
な
心
情
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
が
「
こ
ま
ご
ま
と
し
た
情
」
で
あ
る
。
な
お
、「
情
」
に

つ
い
て
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
で
は
、「
人
間
関
係
が
深
ま
る

に
つ
れ
て
、
高
ま
っ
て
く
る
（
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
）
暖
か

い
感
情
」
と
説
明
し
て
い
る
。 

 

四 

よ
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。「
得
手
に
帆
を
あ
げ
る
」
の

意
味
を
知
ら
な
く
て
も
、
直
後
の
「
も
う
誰
の
…
…
あ
や
つ

っ
て
な
」
か
ら
判
断
で
き
た
だ
ろ
う
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
隆
之
介
の
死
を
最
も
悲
し
ん
で
い
る
は
ず
の
ふ
さ
子
が 

悲
し
み
に
浸
る
姿
を
見
せ
ず
に
気
強
く
ふ
る
ま
う
以
上
、
ｂ

自
分
も
泣
き
顔
を
見
せ
ず
に
祖
父
を
見
送
り
た
い
と
い
う
思

い
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
11
点 

＊
ａ
部
７
点
、
ｂ
部
４
点
。 

よ
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。「
誰
よ
り
も
ふ
さ
子
が
」
の
説

明
で
は
「
誰
よ
り
も
一
番
隆
之
介
の
死
を
悲
し
ん
で
い
る
ふ

さ
子
が
」
の
よ
う
に
、
言
葉
を
補
っ
て
説
明
で
き
て
い
た
。

「
気
丈
を
通
す
」
と
傍
線
部
の
表
現
の
ま
ま
の
も
の
が
あ
っ

た
が
、
こ
こ
は
自
分
の
言
葉
で
「
気
丈
に
振
る
舞
う
」
な
ど

と
言
い
換
え
た
い
。
ま
た
杏
子
に
つ
い
て
「
前
を
向
い
て
い

こ
う
と
思
っ
た
」
と
説
明
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、「
前
を
向

く
」
は
比
喩
的
な
表
現
な
の
で
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
説

明
し
た
い
。 

 

六 

誤
答
は
分
散
し
て
い
た
が
、
や
や
エ
が
目
立
っ
た
。「
晴

れ
が
ま
し
さ
に
も
似
た
感
覚
」
は
隆
之
介
の
「
潔
い
終
わ
り

方
」
を
周
囲
が
「
幸
せ
」
と
納
得
し
、
敬
意
を
も
っ
て
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
も
の
だ
か
ら
、「
無
責
任
と
も
い

え
る
明
る
さ
」
と
は
い
え
な
い
。
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の

問
題
を
解
く
際
は
、選
択
肢
を
比
較
検
討
し
て
い
く
姿
勢
が
、

よ
り
い
っ
そ
う
重
要
と
な
る
。
言
い
過
ぎ
の
も
の
や
明
確
な

根
拠
の
な
い
も
の
を
確
実
に
除
い
て
い
く
こ
と
。 

 

三 

古
文 

一 

ｘ
ｙ
ｚ
と
も
誤
答
は
分
散
し
て
い
た
。
品
詞
の
識
別
は

古
文
読
解
の
大
事
な
基
礎
と
な
る
。
こ
こ
で
間
違
え
て
し
ま

っ
た
人
は
も
う
一
度
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

二 

ａ
を
「
に
こ
や
か
に
」
と
か
ん
違
い
し
た
も
の
が
あ
っ

た
。「
に
ほ
ひ
」
の
語
義
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。
ｂ
は
よ
く
で

き
て
い
た
。「
思
い
出
さ
れ
る
」
だ
と
受
身
に
と
れ
て
し
ま
う

の
で
、
尊
敬
だ
と
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し

よ
う
。
ｃ
「
飽
か
ず
」
は
〈
満
足
し
な
い
〉〈
飽
き
な
い
〉
の

意
味
で
覚
え
て
い
る
人
が
多
い
が
、〈
心
残
り
だ
〉
と
い
う
意

味
も
あ
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に
覚
え
て
お
こ
う
。 

 

三 

Ａ
は
「
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
」「
も
う
生
き
て
い
な

い
」
と
い
う
旨
の
解
答
が
あ
っ
た
。「
今
は
世
に
い
な
い
人
だ

と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
は
中
宮
の
言
葉
で
、
若

君
の
言
動
に
は
な
い
。
Ｂ
は
〈
中
宮
が
母
で
は
な
い
か
〉
と

い
う
点
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
Ｃ
の
誤
答
は
分
散
し
て
い

た
。
こ
の
箇
所
は
若
君
・
中
宮
と
も
心
中
語
で
「 

」
が
付

い
て
い
な
い
の
で
、
ど
の
箇
所
を
解
答
の
根
拠
に
す
れ
ば
よ

い
の
か
が
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
な
箇
所
で
は
、

引
用
を
表
す
「
と
」
な
ど
に
着
目
し
て
、
慎
重
に
読
み
進
め

た
い
。 

 

四 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は 

ｂ
私
と
し
か
る
べ
き
縁
の
あ

る
人
な
の
で 

ｃ
あ
な
た
の
こ
と
を 

ｄ
あ
な
た
の
お
母
さ

ん
は 

ｅ
た
い
そ
う
忘
れ
が
た
く 

ｆ
恋
し
く
思
い
申
し
上

げ
て
い
る
よ
う
な
の
を 

ｇ
私
は
見
る
の
が
気
の
毒
な
の
で

〟
と
訳
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
13
点 

＊
ａ
部
１
点
、
ｂ
部
３
点
、
ｃ
ｄ
ｅ
部
各
１
点
、
ｆ
ｇ
部
各

３
点
。 

傍
線
部
の
中
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
単
語
や
文
法
事
項
が
複

数
含
ま
れ
て
お
り
、
人
物
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
言
葉
を
補

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
適
切
に
訳
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ｃ
は
「（
若
君
の
）
御
こ
と
」
だ
が
、「
母
君
の
こ
と
」

と
解
釈
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
恋
ひ
聞
こ
ゆ
め
る
」

の
「
め
る
」
を
訳
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
助
動
詞
・

助
詞
も
見
落
と
さ
ず
に
訳
そ
う
。 
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五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
中
宮
の
、
ｂ
同
じ
我
が
子
な
の
に
、
ｃ
皇
子
た
ち
と
は

異
な
り
宮
中
か
ら
離
れ
た
場
所
で
暮
ら
す 

ｄ
若
君
を 

ｅ

か
わ
い
そ
う
に
思
う
気
持
ち
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
８
点 

＊
ａ
ｄ
部
各
１
点
、
ｂ
ｃ
ｅ
部
各
２
点
。 

「
誰
の
」
が
中
宮
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
押
さ
え
ら
れ
て
い

た
。「
心
情
」
に
つ
い
て
は
、「
若
君
と
離
れ
た
こ
と
を
嘆
く
」

「
若
君
に
対
し
て
す
ま
な
い
と
思
う
」
な
ど
、
中
宮
自
身
に

向
け
た
気
持
ち
と
と
ら
え
た
も
の
が
目
立
っ
た
。
和
歌
を
詠

む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
「
宮
々
に
う
ち
か
し
こ
ま
」
っ

て
い
る
若
君
の
姿
を
見
て
「
い
と
あ
は
れ
」
と
思
っ
た
こ
と

で
、
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
「
田
鶴
の
子
（
若
君
）」
な
の
で
、

若
君
に
向
け
た
気
持
ち
と
と
ら
え
た
い
。 

 

六 

誤
答
は
分
散
し
て
い
た
が
、
ア
が
や
や
目
立
っ
た
。「
御

簾
を
ひ
き
着
て
候
ふ
」
と
は
、
御
簾
を
肩
に
か
け
る
よ
う
に

し
て
か
し
こ
ま
っ
て
い
る
姿
の
描
写
。
中
宮
に
呼
ば
れ
て
、

二
の
宮
は
屈
託
な
く
母
の
部
屋
に
入
る
が
、
若
君
は
自
分
の

身
分
を
わ
き
ま
え
て
部
屋
に
は
入
ら
な
い
。
内
容
合
致
の
問

題
で
は
、現
代
文
同
様
、選
択
肢
の
細
部
に
キ
ズ
が
な
い
か
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
吟
味
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
解

説
と
問
題
文
全
訳
を
参
考
に
、
誤
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し

て
お
こ
う
。 

 

四 

漢
文 

一 

読
み
・
意
味
と
も
に
解
答
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
解
説
で
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

二 
 

ⅰ
 

よ
く
で
き
て
い
た
が
、
一
レ
点
の
使
い
方
を
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
も
散
見
さ
れ
た
。
返
り

点
の
ル
ー
ル
は
漢
文
学
習
の
基
本
。
読
む
順
番
を
確
認
し
、

ど
の
よ
う
に
返
っ
て
読
め
ば
よ
い
の
か
を
と
ら
え
よ
う
。 

ⅱ
 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
宮
廷
内
の
作
法
礼
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ｂ
慎
み
深
く

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〟
と
訳
し
て
―
―
―
―
―
５
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
部
３
点
。 

 

後
半
部
を
〈
慎
ま
な
い
こ
と
が
で
き
な
い
〉〈
慎
ま
な
い
わ

け
は
な
い
〉
な
ど
、「
不
可
不
」
が
二
重
否
定
で
あ
る
こ
と
は

と
ら
え
て
い
る
が
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
ず
れ
る
訳
出
に
な
っ
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。「
不
可
」の
禁
止
の
意
を
と
ら
え
、

〈
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
と
い
う
強
い
肯
定
の
意
を
明

確
に
し
よ
う
。 

 

三 
〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
来
た
ら
ず
ん
ば 

ｂ
且
に 

ｃ
通
を
斬
せ 

ｂ
ん
と
す

〟
と
書
き
下
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
５
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
２
点
、
ｃ
部
１
点
。 

「
不
来
」
が
〈
も
し
も
来
府
し
な
い
な
ら
ば
〉
と
い
う
仮

定
を
示
し
、「
且
斬
通
」
と
い
う
後
半
部
と
切
り
分
け
ら
れ
る

こ
と
が
読
め
て
い
な
い
も
の
が
目
立
っ
た
。「
且
に
…
…
ん
と

す
」
と
い
う
再
読
文
字
は
基
本
的
な
も
の
な
の
で
、
し
っ
か

り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

四 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
鄧
通
は 

ｂ
額
を
地
に
擦
り
つ
け
、
ｃ
（
額
か
ら
）
血

を
流
し
て
ま
で 

ｂ
謝
罪
し
た
の
だ
が
、
ｄ
申
屠
嘉
の
怒
り

は
解
け
な
か
っ
た
〟
と
訳
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
６
点 

＊
ａ
ｃ
部
各
１
点
、
ｂ
ｄ
部
各
２
点
。 

 

〈
鄧
通
が
額
か
ら
出
血
す
る
ほ
ど
謝
罪
し
て
い
る
様
子
〉

は
お
お
む
ね
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
解
」
を
〈
申
屠
嘉
の

怒
り
が
解
け
る
様
子
〉
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な

か
っ
た
。
口
語
訳
の
問
題
な
の
で
、〈
謝
罪
し
て
も
許
さ
れ
な

い
〉
と
い
う
方
向
で
は
な
く
、「
解
」
が
意
味
す
る
も
の
を
正

確
に
と
ら
え
て
ほ
し
い
。 

 

五 

誤
答
は
ア
・
オ
が
目
立
っ
た
。
解
説
に
示
し
た
よ
う
に

「
上
」「
丞
相
」「
通
」
と
い
う
主
語
と
動
詞
の
関
係
を
整
理

し
て
丁
寧
に
意
味
を
と
ら
え
よ
う
。 

 

六 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
皇
帝
と
申
屠
嘉
が
、
宮
廷
の
礼
法
を
正
す
た
め
に
示
し
合

わ
せ
て
、
鄧
通
を
反
省
さ
せ
て
か
ら
許
し
た
〟
と
と
ら
え
た

も
の
が
可
、
８
点
。 

〝
申
屠
嘉
が
、
皇
帝
か
ら
正
式
な
使
い
が
来
た
の
で
、
鄧
通

を
許
し
た
〟
と
と
ら
え
た
も
の
は
４
点
。 

〝
申
屠
嘉
が
鄧
通
を
許
し
た
〟
こ
と
の
み
を
押
さ
え
た
も
の

は
２
点
。 

鄧
通
＝
丞
相
と
と
ら
え
る
も
の
な
ど
、
人
物
関
係
を
読
み

誤
っ
て
し
ま
う
答
案
も
見
受
け
ら
れ
た
。
模
範
解
答
レ
ベ
ル

の
答
案
を
作
成
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、〈
誰
が
誰
を
責

め
て
許
し
た
の
か
〉
と
い
う
流
れ
は
し
っ
か
り
と
ら
え
て
ほ

し
い
。 
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高
二
国
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総 

評 

例
年
に
比
べ
、
解
答
欄
を
な
ん
と
か
埋
め
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
答
案
が
多
か
っ
た
。
時
間
制
限

の
厳
し
い
模
試
で
は
な
か
な
か
納
得
の
い
く
解
答
を
作
り
上

げ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
復
習
す
る
際
に
は
、
時
間
を
気

に
せ
ず
に
丁
寧
に
解
答
を
作
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
。
古

文
・
漢
文
は
全
訳
や
書
き
下
し
を
自
分
で
作
り
、
内
容
を
理

解
し
た
う
え
で
、
再
度
問
題
に
取
り
組
む
と
よ
い
。 

 

問
題
別
講
評
・
採
点
基
準 

一 

評
論 

一 

熟
語
は
、
一
字
で
も
誤
り
を
含
ん
で
い
た
ら
不
可
。 

全
問
正
解
で
き
て
い
る
答
案
は
少
な
く
、
ａ
「
顧
慮
」
を

「
考
慮
」「
固
慮
」、
ｅ
「
包
摂
」
を
「
包
節
」「
包
説
」
な
ど

と
誤
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

二 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
非
正
規
雇
用
者
と
し
て 

ｂ
補
助
業
務
に
従
事
す
る
と

い
う 

ｃ
雇
用
形
態
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
９
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
部
４
点
、
ｃ
部
２
点
。 

 

〈
基
幹
的
な
職
種
以
外
の
仕
事
〉〈
パ
ー
ト
や
派
遣
労
働
者
〉

と
い
う
方
向
で
ま
と
め
て
い
る
答
案
が
多
く
、
ａ
・
ｃ
の
要

素
を
網
羅
で
き
て
い
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
解
説
を
よ
く

読
み
、
傍
線
部
前
後
の
文
脈
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
フ
リ
ー
タ
ー
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
イ
メ
ー
ジ
を 

ｂ
若
年

男
性
に 

ｃ
負
わ
せ
、
ｄ
一
人
前
の
職
業
人
と
し
て
の
自
覚

が
薄
い
者 

ｃ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
ｅ
彼
ら
を
正
規

雇
用
に
値
し
な
い
と
企
業
が
見
な
す
〟
と
い
う
点
を
押
さ
え

て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
14
点 

＊
ａ
ｄ
部
各
３
点
、
ｂ
部
１
点
、
ｃ
部
２
点
、
ｅ
部
５
点
。 

 

〈
若
年
男
性
を
正
規
雇
用
か
ら
排
除
す
る
〉
と
い
う
大
枠

は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
し

て
排
除
さ
れ
て
い
る
の
か
、
制
限
字
数
に
合
わ
せ
て
解
答
を

作
成
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
若
年
男
性
が

ど
の
よ
う
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い
る
の
か
、
解
説
を
読

ん
で
整
理
し
て
お
こ
う
。 

 

四 

誤
答
で
目
立
っ
た
の
は
イ
。
解
説
で
示
し
た
通
り
、「
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
」
の
語
義
を
押
さ
え
て
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
問
題
文
中
の
表
現
が
含
ま
れ
る
選
択
肢

を
そ
の
ま
ま
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
傍
線
部
の
正
確
な
意
味
を

押
さ
え
て
検
討
し
よ
う
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
解
剖
学
的
性
差
に
基
づ
く
男
性
の
正
規
雇
用
は
止
め
て 

ｂ
競
争
に
勝
っ
た
男
性
を
〈
真
の
男
性
〉
と
見
な
し
、
正
規

雇
用
者
に
す
る
こ
と
が
、
ｃ
新
し
い
資
本
の
論
理
と
し
て
急

激
に
進
行
し
て
い
る
〟
と
い
う
点
を
押
さ
え
て
―
―
14
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
５
点
、
ｃ
部
４
点
。 

 

〈
男
同
士
の
絆
〉〈
真
の
男
性
〉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ど

う
説
明
す
る
か
に
苦
労
し
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
。〈
競
争

に
勝
ち
残
れ
ば
誰
で
も
そ
こ
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
〉
と

前
向
き
な
方
向
で
ま
と
め
て
い
る
答
案
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、

問
題
文
末
尾
の
結
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、〈
家
父
長
制
論
理
に
立

脚
し
た
上
で
、
競
争
に
勝
っ
た
男
性
の
み
を
選
別
す
る
〉
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
自
分
の
答
案
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。 

 

六 

誤
答
は
分
散
し
て
い
た
が
、
や
や
目
立
っ
た
の
は
ウ
。

「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
の
論
理
」と
は
、

「
近
代
的
性
別
分
業
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
単
に
肯
定
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
選
別
を
加
え
る
と
い
う
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
解
説
を
よ
く
読
み
、
正
答
選
択
肢
を
確
認
し
て
お

こ
う
。 

 

二 

小
説 

一 

ａ
ｂ
ｃ
と
も
に
だ
い
た
い
よ
く
で
き
て
い
た
が
、
ｂ
の

「
性
懲
り
も
な
く
」
は
、
ａ
の
「
余
儀
な
く
」、
ｃ
の
「
融
通
」

な
ど
と
比
べ
る
と
多
少
な
じ
み
が
薄
か
っ
た
の
か
、
ア
イ
ウ

の
誤
答
が
散
見
さ
れ
た
。「
性
懲
り
」
の
「
性
」
は
〈
本
性
〉

の
こ
と
で
、〈
心
の
底
か
ら
懲
り
る
こ
と
〉
を
意
味
す
る
。 

 

二 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
父
か
ら
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
向
け

ら
れ
て
い
た
母
を 

ｂ
気
の
毒
に
思
う
一
方
、
ｃ
そ
こ
に
潜

ん
で
い
た
母
に
対
す
る
父
の
愛
情
を 

ｄ
ほ
ほ
え
ま
し
く
感

じ
て
い
る
心
情
〟
と
い
う
点
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
11
点 

＊
ａ
ｂ
ｃ
部
各
３
点
、
ｄ
部
２
点
。 

 

〈「
母
」
に
対
す
る
心
情
〉
だ
け
を
答
え
て
い
る
答
案
も
目

に
つ
く
が
、
設
問
に
は
〈
父
母
に
対
す
る
心
情
〉
と
あ
る
の
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で
、〈
父
と
母
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
〉、
あ
る
い
は
〈
父

と
母
の
関
係
に
対
す
る
心
情
〉
と
し
て
答
え
た
い
。
そ
う
し

た
細
か
い
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
て
解
答
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
点
数
は
伸
び
る
。 

 

三 

全
体
的
に
、〈
私
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
理
由
〉
を
よ
く

読
み
取
れ
て
い
る
。
イ
と
答
え
た
人
が
少
数
い
る
が
、
少
々

考
え
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。娘
で
あ
る「
私
」

は
、〈
母
が
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
〉
を
疑
っ
て
は
い
な
い
。 

 

四 

こ
ち
ら
も
よ
く
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
が
、
前
問
の
三
よ

り
も
選
択
肢
が
紛
ら
わ
し
か
っ
た
よ
う
で
、
イ
ウ
エ
の
誤
答

が
散
見
さ
れ
る
。選
択
肢
の
ど
こ
の
表
現
が
不
適
切
な
の
か
、

解
説
を
よ
く
読
ん
で
お
い
て
ほ
し
い
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
「
魂
を
抜
き
取
ら
れ
る
」
と
い
う
冗
談
を
否
定
し
な
か

っ
た
た
め 

ｂ
母
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と 

ｃ

後
悔
す
る
一
方
、
ｄ
好
き
な
写
真
を
断
っ
て 

ｅ
母
の
病
気

が
良
く
な
る
よ
う 

ｆ
願
掛
け
を
し
よ
う
と
し
た
か
ら
〟
を

押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
12
点 

＊
ａ
～
ｆ
部
各
２
点
。 

 

形
の
上
で
は
理
由
説
明
問
題
だ
が
、
実
は
指
示
語
の
内
容

を
、
本
文
を
要
約
し
て
ま
と
め
れ
ば
よ
い
問
題
な
の
で
、
方

向
と
し
て
は
だ
い
た
い
よ
く
で
き
て
い
る
。
た
だ
、
細
か
い

表
現
の
部
分
で
点
数
に
差
が
出
た
。「
母
が
病
気
に
な
っ
た
の

は
自
分
の
言
動
が
原
因
で
は
な
い
か
と
自
負
し
…
…
」
と
書

い
た
人
が
い
る
が
、「
自
負
」
は
〈
自
分
の
行
動
な
ど
に
自
信

と
誇
り
を
も
つ
こ
と
〉
で
あ
る
。 

 

六 

正
答
が
一
番
多
か
っ
た
も
の
の
、
ア
イ
エ
オ
に
も
答
が

分
散
し
た
。
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
選
択
肢
が

長
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
内
容
を
し
っ
か
り
比
較
し
な
が
ら

読
解
す
る
こ
と
が
意
外
と
難
し
い
。
選
択
肢
の
ど
の
部
分
が

不
適
切
な
の
か
を
確
実
に
見
抜
け
る
よ
う
に
、
十
分
な
練
習

を
積
ん
で
ほ
し
い
。 

 

三 

古
文 

一 

四
つ
と
も
正
解
で
き
た
人
は
、「
に
」
の
識
別
に
つ
い
て

は
自
信
を
も
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ａ
の
「
格
助
詞
」
が
意
外

と
盲
点
だ
っ
た
よ
う
で
、
ウ
エ
と
し
た
誤
答
が
目
に
つ
く
。

そ
の
結
果
、
ｂ
ｃ
に
入
れ
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

全
体
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
も
い

る
。
品
詞
の
識
別
は
古
文
読
解
の
基
礎
と
な
る
た
め
、
試
験

に
頻
出
す
る
。
今
回
の
「
に
」
の
識
別
は
そ
の
代
表
な
の
で
、

し
っ
か
り
復
習
し
て
お
き
た
い
。 

 

二 

１
の
「
い
う
に
」
を
「
優
に
」
と
解
釈
す
る
の
は
難
し

い
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た
が
、
や
は
り
ア
ウ
の
誤
答
も
多

か
っ
た
。
イ
と
答
え
た
人
は
惜
し
い
。
言
葉
の
意
味
と
し
て

は
誤
り
で
は
な
い
が
、
こ
こ
は
〈
式
部
に
対
す
る
評
価
〉
で

あ
る
こ
と
ま
で
考
え
て
判
断
し
た
か
っ
た
。 

 

２
も
予
想
通
り
エ
の
誤
答
が
多
い
が
、「
こ
ま
や
か
に
て
」

を
「（
と
て
も
行
き
届
い
た
）
風
情
で
」
と
解
釈
す
る
の
は
意

訳
に
過
ぎ
る
の
で
、
正
解
の
イ
に
及
ば
な
い
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
保
昌
が
式
部
を 

ｂ
恋
し
く
思
う 

ｃ
様
子
〟
を
押
さ

え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
６
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
部
２
点
、
ｃ
部
１
点
。 

 

こ
の
「
思
ひ
」
が
〈
恋
愛
感
情
〉
で
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
の
人
が
押
さ
え
て
い
た
が
、
細
か
な
と
こ
ろ
で
差
が
つ
い

た
。
ま
ず
、
設
問
に
は
「
人
物
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
」
と

あ
る
の
で
、〈
保
昌
が
式
部
を
（
恋
し
た
）〉
と
い
う
二
人
の

関
係
を
正
し
く
示
す
こ
と
が
ま
ず
重
要
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
思

ひ
の
色
」
は
、
女
院
が
保
昌
の
気
持
ち
を
悟
る
こ
と
に
な
っ

た
契
機
と
な
る
も
の
な
の
で
、〈（
表
面
に
現
れ
た
）
様
子
・

気
配
〉
で
あ
る
こ
と
ま
で
明
示
し
た
い
。 

 

四 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
保
昌
が
、
ｂ
院
の
意
向
に
遠
慮
し
て
式
部
へ
の
恋
心
を

打
ち
明
け
な
い
で
、
ｃ
神
仏
に
祈
っ
て
気
持
ち
を
抑
え
よ
う

と
し
た
も
の
の
、
ｄ
な
お
募
る
思
い
に
苦
し
ん
で
い
る
と 

ｅ
知
っ
た
か
ら
〟
と
説
明
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
10
点 

＊
ａ
ｅ
部
１
点
、
ｂ
ｃ
部
３
点
、
ｄ
部
２
点
。 

 

院
が
傍
線
部
の
よ
う
に
思
っ
た
理
由
は
、
傍
線
部
の
直
前

に
「
…
…
な
ど
申
し
上
げ
け
れ
ば
」
と
理
由
を
述
べ
る
表
現

が
あ
る
の
で
、
保
昌
が
申
し
上
げ
た
内
容
を
要
約
す
れ
ば
よ

い
と
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
本
文
全
体
の
大
意
を
押
さ
え
て
い

る
人
は
、
細
か
い
表
現
で
の
減
点
は
あ
っ
て
も
、
だ
い
た
い

得
点
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
人
物
関
係
を
読
み

取
れ
な
か
っ
た
人
も
多
く
、
あ
ま
り
で
き
は
よ
く
な
い
。〈
保

昌
が
女
院
に
恋
し
て
い
る
〉
な
ど
と
誤
解
し
た
人
は
、
本
文

を
最
初
か
ら
丁
寧
に
読
み
直
し
て
、
ど
こ
で
そ
う
読
み
違
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
確
認
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 
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五 
和
歌
の
解
釈
に
関
す
る
問
題
で
、
難
し
か
っ
た
は
ず
だ

が
、
意
外
と
正
答
率
は
悪
く
な
い
。
あ
て
ず
っ
ぽ
う
で
選
択

し
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、〈
一
番
そ
れ
ら
し
い
選
択
肢
を
見

抜
く
力
〉
も
大
切
で
は
あ
る
。
た
だ
、
選
択
肢
が
受
験
者
を

引
っ
か
け
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
通
用
し
な
い

の
で
、
そ
れ
ば
か
り
に
頼
る
の
は
や
め
よ
う
。
誤
答
は
ウ
エ

オ
に
分
散
し
た
。
解
説
を
参
考
に
、
誤
答
と
な
る
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。 

 

六 

設
問
に
「
相
手
に
ど
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
詠
ん
で

い
る
の
か
、『
…
…
て
ほ
し
い
。』
に
つ
な
が
る
形
で
」
と
あ

る
の
で
、
歌
の
句
末
の
「
な
ん
」
が
〈
他
に
対
す
る
自
分
の

望
み
を
表
す
終
助
詞
「
な
ん
（
な
む
）」〉
で
あ
る
こ
と
は
す

ぐ
に
見
抜
け
る
は
ず
で
あ
る
。 

〔
採
点
基
準
〕 

Ｙ 〝
ａ
逢
瀬
の
思
い
が
冷
め
な
い
う
ち
に
す
ぐ 

ｂ
返
事
を
送

っ
（
て
ほ
し
い
。）
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
７
点 

＊
ａ
部
４
点
、
ｂ
部
３
点
。 

 

句
末
に
「
文
結
ば
な
ん
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、〈
手
紙
を
送

っ
て
ほ
し
い
〉
と
い
う
意
味
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
見
抜

く
。
さ
ら
に
上
の
句
か
ら
、〈
夢
の
よ
う
な
逢
瀬
の
気
分
が
冷

め
る
前
に
〉
な
ど
と
補
足
説
明
を
す
れ
ば
よ
い
。 

Ｚ 〝
ａ
ひ
と
り
寝
の
夜
の 

ｂ
袖
を
濡
ら
す
涙
の
多
さ
を 

ｃ

知
っ
（
て
ほ
し
い
。）
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
７
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
３
点
、
ｃ
部
１
点 

 

こ
ち
ら
も
句
末
に
「
知
ら
な
ん
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
何

か
を
〈
知
っ
て
ほ
し
い
〉
と
訴
え
て
い
る
歌
で
あ
る
こ
と
を

ま
ず
見
抜
く
。〈
一
人
寝
る
夜
の
袖
（
を
知
っ
て
ほ
し
い
）〉

の
意
味
を
正
し
く
解
釈
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
と
思
う
が
、

解
説
を
よ
く
読
ん
で
、
次
に
同
じ
よ
う
な
問
題
が
出
た
と
き

に
は
、
き
ち
ん
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。 

 

四 

漢
文 

一 

特
に
ｃ
「
が
え
ん
ぜ
ず
」
が
で
き
て
い
な
い
も
の
が
目

立
っ
た
。「
サ
変
動
詞
」
と
い
う
限
定
に
答
え
よ
う
と
「
こ
う

せ
ず
」「
ぜ
せ
ず
」
な
ど
の
読
み
を
作
り
出
し
て
い
る
答
案
が

見
受
け
ら
れ
た
。
重
要
語
な
の
で
、
し
っ
か
り
押
さ
え
て
お

く
こ
と
。 

 

二 

誤
答
で
目
立
っ
た
の
は
ア
。
使
役
の
句
形
の
解
釈
が
難

し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
使
役
の
助
動
詞
「
令
」
＋
動
詞

「
還
」
＋
目
的
語
「
車
」
＝
〈
車
を
還
さ
せ
る
〉
と
い
う
構

造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
っ
た
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
豈
に 

ｂ
必
ず
し
も 

ｃ
罪
に
伏
せ 

ａ
ん
や
〟
と
書

き
下
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
５
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
２
点
、
ｃ
部
１
点
。 

反
語
の
「
豈
に
…
…
ん
や
」
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
も
の

が
多
か
っ
た
が
、
完
答
で
き
て
い
る
答
案
は
少
な
く
、「
必
」

を
部
分
否
定
の
「
必
ず
し
も
」
と
読
む
こ
と
を
押
さ
え
ら
れ

て
い
な
い
も
の
が
目
立
っ
た
。
全
部
否
定
と
部
分
否
定
に
つ

い
て
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

四 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
石
渚
よ
、（
お
前
は
） 

ｂ
執
法
官
（
政
廷
）
の
仕
事
に 

ｃ
戻
り
な
さ
い
〟
と
訳
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
７
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
ｃ
部
各
２
点
。 

 

〈
王
が
石
渚
に
呼
び
か
け
て
い
る
〉
こ
と
は
押
さ
え
ら
れ

て
も
、「
事
」
が
何
を
指
す
か
読
み
取
れ
て
い
な
い
も
の
が
多

か
っ
た
。
問
題
文
全
体
の
文
脈
を
押
さ
え
て
解
釈
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
全
訳
を
参
考
に
、
傍
線
部
に
至
る
流
れ
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

ⅰ
 〝

ａ
殺
人
者
は
逮
捕
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
法
を
破
っ
た
の
で 

ｂ
政
廷
と
し
て
国
法
を
守
り
死
罪
と
な
っ
た
行
為
〟
を
押
さ

え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
８
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
部
５
点
。 

ⅱ
 〝

ａ
親
を
裁
く
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
の
私
情
か
ら
、 

 

ｂ
殺
人
者
で
あ
る
父
を
逮
捕
処
刑
し
な
か
っ
た
行
為
〟
を
押

さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
８
点 

＊
ａ
ｂ
部
各
４
点
。 

 

方
向
違
い
の
答
案
も
見
ら
れ
た
が
、
問
題
文
の
内
容
を
お

お
む
ね
把
握
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
答
案
が
多
か
っ
た
。

た
だ
、「
忠
」
と
「
孝
」
を
整
理
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
よ
う
だ
。
石
渚
は
父
の
身
代
わ
り
と
し
て
処
刑
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
国
法
を
守
る
た
め
に
死
罪
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
解
説
を
よ
く
読
ん
で
整
理
し
て
お
こ
う
。 



第
五
回 

高
二
国
語 

   

総 

評 

記
述
問
題
を
白
答
に
し
て
い
る
答
案
も
見
ら
れ
た
が
、
解

答
欄
を
な
ん
と
か
埋
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
答
案
が
多
か
っ
た
。
時
間
制
限
の
厳
し
い
模
試
で
は

な
か
な
か
納
得
の
い
く
解
答
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
復
習
す
る
際
に
は
、
時
間
を
気
に
せ
ず
に
丁
寧
に
解

答
を
作
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
。
古
文
・
漢
文
は
全
訳
や

書
き
下
し
を
自
分
で
作
り
、
内
容
を
理
解
し
た
う
え
で
、
再

度
問
題
に
取
り
組
む
と
よ
い
。 

 

問
題
別
講
評
・
採
点
基
準 

一 
 

一 

熟
語
は
、
一
字
で
も
誤
り
を
含
ん
で
い
た
ら
不
可
。 

全
問
正
解
で
き
て
い
る
答
案
は
少
な
く
、特
に
ａ「
卑
近
」

を
誤
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

二 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
人
文
学
的
研
究
は
、
ａ
文
化
や
社
会
の
抱
え
る
公
的
な
問

題 

ｂ
と
も
関
係
づ
け
て
人
間
を
広
く
捉
え
る
べ
き
も
の
な

の
に
、
ｃ
研
究
者
の
私
的
な
好
奇
心
に
発
し
、
ｄ
そ
の
好
奇

心
を
満
た
せ
ば
十
分
な
も
の
だ
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
14
点 

＊
ａ
ｃ
部
各
５
点
、
ｂ
ｄ
部
各
２
点
。 

 

〈
人
文
学
的
研
究
は
公
的
で
あ
る
べ
き
〉〈
研
究
者
の
私
的

な
好
奇
心
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
〉
と
い
う
大
枠
は
押
さ
え

ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。「
人
文
学
的
研
究
が
、
個
人

的
な
嗜
好
の
問
題
に
還
元
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
傍
線
部

の
構
造
を
意
識
し
て
、〈
研
究
者
の
私
的
な
関
心
か
ら
発
し
、

そ
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
〉
と
い
う
形

で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
差
が
つ
い
た
。 

 

三 

誤
答
で
は
「
そ
れ
と
同
様
」
が
目
立
っ
た
。
こ
れ
は
筆

者
の
考
え
る
学
問
の
あ
る
べ
き
姿
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、

設
問
で
問
わ
れ
て
い
る
〈
学
問
の
世
界
で
勝
負
す
る
専
門
的

研
究
の
あ
り
方
〉
と
は
異
な
る
。「
そ
も
そ
も
、」
を
抜
き
出

す
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
箇
所
は
具
体
的
な
説
明
と
し
て

は
不
十
分
。
解
説
を
読
み
、
考
え
方
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。 

 

四 

誤
答
で
目
立
っ
た
の
は
オ
。
問
題
文
を
通
し
て
筆
者
が

問
題
意
識
を
抱
い
て
い
る
の
は
、〈
人
文
学
に
お
け
る
専
門
的

研
究
〉
が
〈
研
究
者
の
私
的
な
好
奇
心
の
た
め
に
行
わ
れ
て

し
ま
う
〉
点
で
あ
り
、
研
究
の
結
果
で
は
な
く
出
発
点
＝
目

的
に
対
し
て
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
よ
う
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
社
会
を
支
え
る
価
値
を 

ｂ
疑
い
、
問
い
直
し
、
新
た

に
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
問
と
し
て
人
文
学
を
捉

え
れ
ば
、
ｃ
そ
の
「
価
値
」
の
問
題
も
、
ｄ
研
究
者
が
私
的

な
関
心
事
か
ら
脱
却
し
な
い
限
り
探
究
で
き
な
い
（
ｃ
）
公

的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
〟
と
い
う
点
を
押
さ
え

て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
16
点 

＊
ａ
ｄ
部
各
３
点
、
ｂ
部
６
点
、
ｃ
部
４
点
。 

 

傍
線
部
の
前
か
ら
、「『
価
値
』
を
問
い
、
観
察
し
、
分
析

し
、
批
判
し
、
創
造
し
て
い
く
」「
研
究
の
『
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

化
』」と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
で
き
て
い
る
答
案
が
多

か
っ
た
。
さ
ら
に
得
点
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
設
問
の
問
い

か
け
に
対
応
す
る
文
構
造
に
な
る
よ
う
に
解
答
を
組
み
立
て

る
必
要
が
あ
る
。
解
説
を
よ
く
読
ん
で
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

六 

誤
答
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
に
分
散
し
た
。「
適
切
で
な

い
も
の
」
を
選
ぶ
点
に
注
意
し
、
丁
寧
に
各
選
択
肢
を
検
討

し
よ
う
。 

 

二 一 

ａ
「
見
切
り
発
車
」
は
よ
く
で
き
て
い
た
。 

 

ｂ
「
水
を
さ
し
」
は
ウ
「
受
け
入
れ
よ
う
と
せ
ず
に
拒
絶

し
」・
エ
「
客
観
的
な
意
見
を
述
べ
て
混
乱
さ
せ
」
を
選
ん
だ

人
が
若
干
い
た
。
漢
字
で
は
「
水
を
差
す
」
と
表
記
し
、〈
水

を
入
れ
る
・
水
を
掛
け
る
〉
が
原
義
。
つ
ま
り
〈
ち
ょ
う
ど

い
い
と
こ
ろ
に
余
計
な
も
の
を
入
れ
て
、だ
い
な
し
に
す
る
〉

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
エ
は
多
少
紛
ら
わ
し
い
が
、「
客
観
的
な

意
見
」
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
乏
し
く
、
不
適
切
。 

 

ｃ
「
浅
ま
し
い
」
は
、
エ
「
近
視
眼
的
で
、
思
慮
が
足
り

な
い
」
を
選
ん
だ
人
が
多
か
っ
た
。
傍
線
部
を
含
む
一
文
の

冒
頭
に
あ
る
「
そ
れ
」
は
、
直
前
の
文
の
「
彼
が
私
と
同
じ

場
所
に
い
る
と
い
う
思
い
」
を
指
す
。
こ
れ
は
、「
自
分
の
能

力
の
境
界
線
を
勝
手
に
引
き
、
あ
っ
さ
り
と
（
画
家
に
な
る

夢
を
）
諦
め
て
し
ま
っ
た
」「
私
」
の
、「
嫉
妬
心
に
も
似
た
、

一
種
の
羨
望
か
ら
来
る
感
情
に
よ
る
も
の
」
と
考
え
ら
れ
、

傍
線
部
に
続
く
激
し
い
「
自
己
嫌
悪
」
の
吐
露
（
特
に
「
私

は
ど
こ
か
で
彼
の
挫
折
を
願
っ
て
い
た
の
か
」
の
一
文
）
か



ら
も
、
単
に
〈
思
慮
の
足
り
な
さ
を
悔
い
て
い
る
〉
の
で
は

な
く
、〈
自
分
の
下
劣
さ
に
対
す
る
自
責
の
念
〉
と
考
え
た
ほ

う
が
よ
い
。 

 

二 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
彼
が 

ｂ
一
般
的
な
男
性
よ
り
も 

ｃ
急
激
に
、
ｄ
父

親
に
な
る
の
だ
と
い
う
自
覚
を 
ｃ
自
分
の
中
に
目
覚
め
さ

せ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
10
点 

＊
ａ
部
１
点
、
ｂ
～
ｄ
部
各
３
点
。 

 

全
体
的
に
よ
く
で
き
て
い
た
が
、
主
語
の
「
彼
」
に
当
た

る
言
葉
が
な
い
な
ど
、
説
明
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
欠
く
答

案
も
多
い
。
ま
た
、〈
意
識
の
上
昇
カ
ー
ブ
が
大
き
い
〉
を
「
自

覚
が
強
い
」
と
い
っ
た
表
現
で
説
明
し
た
答
案
も
散
見
さ
れ

る
が
、「
女
性
は
『
瞬
間
的
』」
と
の
対
比
か
ら
も
、
こ
こ
は

〈
強
さ
〉
で
は
な
く
〈
速
さ
〉
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。 

 

三 

イ
オ
と
答
え
た
人
が
少
数
お
り
、
確
か
に
微
妙
な
選
択

肢
が
並
ん
で
い
る
が
、「
明
ら
か
に
含
ま
れ
な
い

、
、
、
、
、
」
と
断
定
で

き
る
選
択
肢
は
、
ウ
「
彼
が
『
私
』
と
子
供
を
選
ん
だ
こ
と

を
後
悔
し
て
い
て
、
い
つ
か
そ
の
気
持
ち
が
爆
発
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
」
だ
け
で
あ
る
。 

 

四 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
彼
は
、
二
つ
の
こ
と
を
並
行
し
て
で
き
る
性
質
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
ｂ
講
師
を
し
な
が
ら
絵
の
制
作
を
続
け
る
こ

と
は
諦
め
て
、
ｃ
講
師
の
仕
事
だ
け
に
集
中
す
る
状
況
に
な

っ
た
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
12
点 

＊
ａ
部
４
点
、
ｂ
部
６
点
、
ｃ
部
２
点
。 

 

方
向
と
し
て
は
正
し
い
答
案
が
多
い
が
、「
慣
用
句
の
意
味

を
踏
ま
え
て
」
と
い
う
条
件
が
難
し
か
っ
た
の
か
、
ま
と
ま

り
の
悪
い
説
明
を
し
て
い
る
答
案
が
多
い
。
慣
用
句
の
説
明

を
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
こ
の
文
脈
に
お
け
る
意
味
を
含
ま
せ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
説
明
し
や
す
か
っ
た
は
ず
。 

 

五 

一
の
ｃ
「
浅
ま
し
い
考
え
」
と
連
動
し
た
心
情
を
問
う

設
問
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
よ
く
で
き
て
い
た
。
イ
・
エ
の

誤
答
も
少
数
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
こ
ま
で
の
内
容
は
本
文
か

ら
読
み
取
れ
な
い
。 

 

六 

オ
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
正
解
で
き
て
い
た
が
、
エ
の
代

わ
り
に
ア
を
選
択
し
た
人
が
若
干
い
る
。
前
向
き
に
な
っ
た

り
後
ろ
向
き
に
な
っ
た
り
を
繰
り
返
す
「
私
」
の
揺
れ
る
心

情
を
、
逆
接
の
多
用
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
読
み

取
り
た
い
。
ま
た
、
エ
の
「
あ
ら
ゆ
る
色
」
に
は
、「
希
望
」

の
色
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
。 

 
表
現
に
関
す
る
問
題
は
、
選
択
肢
の
内
容
と
本
文
の
内
容

を
比
較
す
る
こ
と
が
意
外
と
難
し
い
。
選
択
肢
の
ど
の
部
分

が
不
適
切
な
の
か
を
確
実
に
見
抜
け
る
よ
う
に
、
十
分
な
練

習
を
積
ん
で
ほ
し
い
。 

 

三 
 

一 

ａ
誤
答
は
カ
「
尊
敬
の
助
動
詞
」
が
多
か
っ
た
が
、
尊

敬
の
「
る
」
は
未
然
形
に
接
続
す
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
「
た

ま
は
・
れ
ば
」
と
な
る
。 

 

ｂ
誤
答
は
イ
「
完
了
の
助
動
詞
」
エ
「
受
身
の
助
動
詞
」

に
割
れ
た
。ラ
行
下
二
段
活
用
動
詞
の
活
用
語
尾「
―
る
る
」

の
形
を
覚
え
て
お
こ
う
。 

 

ｃ
誤
答
は
予
想
通
り
オ
「
使
役
の
助
動
詞
」
に
集
中
し
た

が
、「
使
役
」
と
す
る
と
〈（
私
に
）
わ
か
ら
せ
て
く
だ
さ
い
〉

と
な
り
、
意
味
が
通
ら
な
い
。 

 

ｄ
誤
答
は
ク
「
形
容
詞
の
一
部
」
が
多
く
、
キ
「
動
詞
の

一
部
」
も
散
見
さ
れ
た
が
、「
は
べ
り
な
」
は
「
は
べ
り
＋
な
」

の
二
語
で
あ
る
。
形
容
詞
や
動
詞
の
活
用
表
か
ら
も
う
一
度

復
習
し
て
ほ
し
い
。 

 

二 

ｘ
比
較
的
よ
く
で
き
て
い
た
。
誤
答
は
ウ
に
集
中
し
た

が
、「
で
き
な
さ
ら
な
い
」
と
い
う
敬
語
に
当
た
る
部
分
が
傍

線
部
に
は
な
い
。
な
お
、「
言
ひ
尽
く
す
」
は
〈
全
部
言
う
・

最
後
ま
で
言
う
〉
の
意
。 

 

ｙ
こ
ち
ら
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
誤
答
が
イ
ウ
オ
に
分

散
し
た
。
確
か
に
紛
ら
わ
し
い
が
、〈
平
安
貴
族
の
姫
君
は
た

い
て
い
女
房
た
ち
と
生
活
し
て
い
る
〉
と
い
う
古
典
常
識
を

覚
え
て
お
き
た
い
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
狭
衣
中
将
の
、
ｂ
『
伊
勢
物
語
』
の
中
で
妹
に
恋
心
を

抱
い
た
人
物
と
同
様
に
、
ｃ
妹
同
然
の
源
氏
の
宮
を
恋
い
慕

っ
て
い
る
心
情
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
―
―
10
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
ｃ
部
各
４
点
。 

 

「
昔
の
跡
」
を
〈
旧
跡
〉
の
よ
う
に
と
ら
え
た
人
が
散
見

さ
れ
る
が
、
実
際
の
〈
場
所
〉
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
昔

の
物
語
の
〈
内
容
〉
の
こ
と
も
い
う
。
ま
た
、
こ
こ
は
「
説

明
」
問
題
な
の
に
、
口
語
訳
を
し
た
人
が
い
る
。
設
問
の
指

示
は
注
意
し
て
読
ん
で
ほ
し
い
。 

 

四 

「
掛
詞
」「
縁
語
」
の
意
味
を
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た



よ
う
で
、
Ａ
を
正
し
く
押
さ
え
ら
れ
た
人
は
半
数
程
度
、
Ｂ

Ｃ
を
二
つ
と
も
押
さ
え
ら
れ
た
人
は
三
割
程
度
。
設
問
に
あ

る
説
明
文
の
「
…
…
の
○
と
△
は
掛
詞
、
※
と
＊
は
縁
語
」

と
い
う
説
明
形
式
を
覚
え
て
お
く
と
、
今
後
同
じ
よ
う
な
出

題
が
さ
れ
た
場
合
に
対
応
し
や
す
い
。 

 

五 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
急
に 

ｂ
あ
な
た
が
私
に
よ
そ
よ
そ
し
く
な
る
の
は
、

ｃ
か
え
っ
て 

ｄ
周
り
の
者
に
は 
ｅ
不
審
に 

ｄ
見
え
ま

す 

ｆ
で
し
ょ
う
〟
と
口
語
訳
し
て
―
―
―
―
―
10
点 

＊
ａ
ｄ
ｅ
部
各
１
点
、
ｂ
部
３
点
、
ｃ
ｆ
部
各
２
点
。 

 

こ
ち
ら
は
「
口
語
訳
」
問
題
だ
が
、
説
明
し
て
い
る
人
が

い
る
。
ま
た
、
空
欄
の
ま
ま
の
解
答
も
目
立
つ
。
確
か
に
難

し
い
問
題
だ
が
、
状
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
傍

線
部
の
単
語
を
丁
寧
に
現
代
語
に
置
き
換
え
て
書
い
て
お
け

ば
、
何
点
か
部
分
点
を
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
解
答
し
て
ほ
し
い
。 

 

六 

誤
答
は
イ
に
集
中
し
た
。
こ
こ
は
主
語
が
省
略
さ
れ
た

ま
ま
人
物
の
行
動
が
次
々
と
入
れ
替
わ
っ
て
書
か
れ
て
い
る

た
め
わ
か
り
に
く
い
が
、
一
貫
し
て
、
泣
い
て
い
る
の
は
「
狭

衣
」
で
、
怯
え
て
い
る
の
が
「
源
氏
の
宮
」
で
あ
る
。 

 

四 
 

一 

完
答
で
き
て
い
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
特
に
ｃ
・
ｄ

の
「
自
」
の
読
み
分
け
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
文
脈
を
踏

ま
え
て
最
適
な
読
み
が
選
べ
る
よ
う
に
、
解
説
を
よ
く
読
ん

で
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

二 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
将
に
別
れ
ん
と
し
て 

ｂ
之
に
謂
ひ
て
曰
は
く
〟
と
書

き
下
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
５
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
部
２
点
。 

「
将
別
」「
謂
之
曰
」
で
切
れ
目
が
あ
る
文
構
造
で
あ
る
こ

と
を
読
み
取
れ
な
か
っ
た
も
の
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
再
読

文
字
「
将
に
…
…
ん
と
す
」
を
正
し
く
読
め
て
い
な
い
も
の

も
見
受
け
ら
れ
た
。
基
本
事
項
な
の
で
し
っ
か
り
押
さ
え
て

お
い
て
ほ
し
い
。 

 

三 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
重
ね
て 

ｂ
身
に
余
る
厚
遇
を
い
た
だ
い
て
い
る 

ｃ

な
ら
ば 

ｄ
他
人
に
ね
た
ま
れ
る 

ｅ
こ
と
に
な
ろ
う
〟
と

訳
し
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
９
点 

＊
ａ
ｃ
ｅ
部
各
１
点
、
ｂ
ｄ
部
各
３
点
。 

 
「
為
人
所
嫉
」
を
〈
人
に
嫉
妬
さ
れ
る
〉
と
受
身
で
と
ら

え
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
答
案
が
多
か
っ
た
が
、「
叨
拠
過
分
」

の
訳
出
は
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
国
司
に
任
命
さ
れ
た
弟
に

兄
が
問
い
か
け
て
い
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
過

分
」
の
内
容
を
と
ら
え
た
い
。 

 

四 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
他
人
の
悪
意
あ
る
行
為
を
受
け
た
と
き
に
、
ｂ
何
も
言

わ
ず
に
そ
れ
を
処
理
す
る
だ
け
だ
と
、
ｃ
か
え
っ
て
相
手
の

感
情
を
逆
な
で
し
、
ｄ
相
手
の
悪
意
を
増
幅
さ
せ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
〟
を
押
さ
え
て
―
―
―
―
―
―
12
点 

＊
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
部
各
３
点
。 

＊
〈
他
人
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
る
〉
と
い
う
具
体
例
に
沿

っ
て
説
明
し
た
も
の
も
可
。 

 

難
度
の
高
い
設
問
だ
っ
た
が
、
自
分
な
り
に
解
答
欄
を
埋

め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
答
案
が
多
く
見
ら
れ
た
。
問
題
文

に
書
か
れ
て
い
な
い
内
容
ま
で
作
っ
て
付
け
加
え
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
ま
ず
は
直
前
の
「
弟
の

返
答
」
の
内
容
を
押
さ
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
解
答
を
作
成

し
よ
う
。 

 

五 

誤
答
は
分
散
し
た
が
、
イ
・
オ
が
目
立
っ
た
。
選
択
肢

は
い
ず
れ
も
も
っ
と
も
ら
し
く
、
難
度
が
高
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、〈
人
の
恨
み
を
買
う
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
〉〈
無

為
自
然
の
態
度
で
も
の
ご
と
を
受
け
流
す
〉
と
い
う
師
徳
の

態
度
は
、〈
先
人
の
髪
膚
を
全
う
す
る
〉
た
め
の
手
段
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
押
さ
え
よ
う
。 


